
このたびは、弊社製パーソナルコンピューター
（以下、「本機」と記載します）をお買い上げ
いただき、まことにありがとうございます。
本書では、本機のご使用にあたって注意し
ていただきたいことや、基本的な使いかた、
および、より有効に活用する方法を説明して
います。
本機を正しくお使いいただくためにも、必ず
本書をお読みください。
読み終わったあとは、いつでもご参照いた
だけるよう、大切に保管してください。

ユーザーズガイド

ご使用の前に「安全上のご注意」
(☞2ページ)を必ずお読みください。
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本書の読みかた

本書では次のマークが使われています。
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷（※1）を負う可能性が
想定される内容を示しています。 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害（※2）を負う可能性が想定される
内容および、物的損害（※3）のみの発生が想定される内容を示しています。 

補足説明や、知っておくと便利なポイントを説明しています。 
 
操作してはいけないこと、または操作するときに注意するポイントを説明しています。 
 
その単語の詳細が別ページに紹介、または説明しています。本文とあわせて参照してください。 
 
参照していただきたい電子マニュアル（画面で見るマニュアル）の項目を紹介しています。 

※1重傷とは、入院や長期の通院を要する恐れのある怪我などを指します。 
※2傷害とは、入院や長期の通院を要しない怪我などを指します。 
※3物的損害とは、本機の損害、および家屋・家財・ペットなどにかかわる二次的な損害を指します。 

警　告 

注　意 

メモ  

チェック 

☞ 参照ページ 

マークについて

チェック チェック 

・本書中に出てくる画面およびイラストは、モデルまたはご使用の環境により実物と異なる場合
があります。

・本書中に出てくるホームページの内容およびアドレス、またはお問い合わせ番号は、本書制作
時の情報であり、予告なしに変更される場合があります。



メニューを選択する操作

つぎつぎとメニューを選択していく操作を
「→」を使って省略しています。
たとえば、上画面のように、スタートボタンから
「ペイント」のプログラムまでを選択する動作を、
［スタート］ボタン→［すべてのプログラム］
→［アクセサリ］→［ペイント］を選択します。
と表記しています。

複数のキーを同時に押す操作

何かのキーを押しながら、ほかのキーを押す
動作を「＋」を使って省略しています。
たとえば、上図のように、Shiftキーを押しな
がら、Deleteキーを押す動作を、

s＋d
と表記しています。

※製品によりキーボードの形状は異なることがあります。 

1

本書の読みかた

操作の表記ルール

キー表記とキーボードの対応表
キーボード上の各キーは、次のように表記しています。
本書の表記 

e

t

c

s

a

«

b

i

d

h

´

√çΩ≈

®

∂

¡™… 

x

u

実際のキー 本書の表記 実際のキー 本書の表記 実際のキー 本書の表記 実際のキー 

… 

カテゴリー表示モードの画面で説明しています
Windows XPには、カテゴリー表示モードと呼
ばれる表示方法と、Windows2000など従来の
表示イメージにあわせたクラシック表示モード
と呼ばれる表示方法があります。本書では、カ
テゴリー表示モードの画面で説明しています。

Windows XPまたはWindowsと省略して
表記しています
本書では、Microsoft Windows XP Home
Edition 日本語版を、Windows XPまたは
Windowsと省略して表記しています。

Windows XPの表記ルール



安全上のご注意

2

本書では、本製品を正しくお使いいただき、お客様やほかの人々への危害や財産への損害を未
然に防ぐために、いろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

　 記号は禁止の行為を示します。図の中や近くに具体的な禁止内容が描かれて
います。左図の場合は「分解禁止」という意味です。 

　 記号は規制または指示の行為を示します。図の中に具体的な指示内容が描か
れています。左図の場合は「電源プラグをコンセントから抜いてください」とい
う意味です。 

警告（本機・ACアダプター） 

水場使用禁止 

●洗い場、風呂場など、本機に
水がかかる場所では使用しな
いでください。火災 ･ 感電の
原因となります｡ 

●付属のACアダプター以外は
使用しないでください｡ 

　火災 ･感電の原因となります｡ 

分解禁止 

●絶対に分解 ･ 改造をしないで
ください｡ 
　火災・感電の原因となります｡
また、無償修理の対象外とな
ります。 

電源プラグを 
抜く 

● ACアダプターから何かこげ
るような匂いがしたり、表面
がかなり熱いときは直ちに電
源プラグを抜いてください｡ 
そのままご使用になると火災・
感電の原因となります｡ 

●電源が100～ 240Vの範囲
内であることを確認して使用
してください｡ 
100 ～ 240V を超える電源
を使用すると火災・感電の原
因となります｡ 

●長時間使用する場合は、本体
の底部が発熱しますので、膝
の上に置いて使用しないでく
ださい。 
（発熱することは異常ではあり
ません。） 
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安全上のご注意

注意（本機・ACアダプター） 

電源プラグを 
抜く 

●使用時以外は電源プラグを
コンセントから抜いてください。 
漏電・火災の原因となります。 

●タッチパッドの表面をペン先
などの尖ったもので触れたり、
表面シートをはがしたりしな
いでください。 
故障の原因となります。 

●タッチパッドは軽く触れるだ
けで動作します。 
必要以上に力を入れたり無理
な姿勢で操作すると、指や
手首を痛める原因となります。 

●雷が近いときは、すみやか
に電源をOFFにし、電源プ
ラグをコンセントから抜いて
ください。 
　また、モジュラーケーブルや
LAN ケーブルなど、接続さ
れているケーブル類も抜い
てください。 
　故障の原因となります。 

● ACアダプターのケーブルの
上にものをのせないでください。 

　ACアダプターのケーブルが
傷むと漏電・火災の原因とな
ります。 

電源プラグを 
抜く 

●電源プラグを抜くときはケー
ブルを持たず、必ずプラグ部
分を持って抜いてください｡ 
　故障の原因となります。 

●本体を持ち運ぶときは、ディ
スプレイを閉じてください。 
ディスプレイを持ってぶらさ
げた状態で持ち運ぶと、ディ
スプレイに強い力が加わり、
破損する恐れがあります。 

●タコ足配線をしないでください。 
　コンセントが加熱し、火災・
感電の原因となります。 

●ディスプレイを開ける角度は、
130°までです。ディスプレイ
はゆっくり開き、130°を超え
る角度に開かないでください。 
　故障の原因となります。 

●振動や衝撃の加わる場所には
設置しないでください｡ また､
重い物をのせないでください｡ 

　故障による火災 ･ 感電の原因
となります｡ 

振動・衝撃を 
与えない 

●ディスプレイを閉じるときは、
キーボードとの間にボールペ
ンなどの異物がないかどうか
ご確認ください。 
異物を挟んだまま、ディスプ
レイを閉じますと、ディスプ
レイを破損する恐れがあります。 

異物を挟んで 
閉じない 

●熱の発生源の近く、直射日
光のあたるところ、腐食性
ガスのある環境、ほこりの
多いところ､温度湿度条件を
超える範囲では使用･保存し
ないでください｡故障の原因
となります。 

開きすぎない 
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警告（バッテリー） 

●付属のバッテリー以外は使用
しないでください。 

　また、付属のバッテリーを本
製品以外に使用しないでくだ
さい。発熱・発火・破裂の原
因になります。 

衝撃を 
与えない 

●バッテリーに強い衝撃を与え
ないでください。 

　故障の原因となります。 

●バッテリーから液が漏れて、
液が目に入ったときは、障害
を起こす恐れがあるので、き
れいな水で洗った後、直ちに
医師の治療を受けてください。 

●バッテリー充電時に、所定の
充電時間を超えても充電が完
了しない場合は、充電をやめ
てください。そのまま充電を
続けると、発熱、発火、破裂
の恐れがあります。 

●バッテリーが漏液したり、異
臭がするときは、すぐに火気
より遠ざけてください。漏れ
た液に引火して、発火・破裂
の恐れがあります。 

分解禁止 

●バッテリーは、危険を防止す
るための保護装置が組み込ま
れています。分解・改造など
しないでください。保護装置
が壊れ、発熱・発火・破裂の
恐れがあります。 

●バッテリーを火の中に入れな
いでください。破裂の恐れが
あります。 

火の中に 
入れない 
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安全上のご注意

注意（バッテリー） 

●バッテリーから漏れた液が皮
膚や衣服に付着した場合、皮
膚がかぶれる恐れがあるので、
すぐにきれいな水で洗ってく
ださい。 

●バッテリーを、水や海水などに
つけて、濡らさないでください。
バッテリーの破損や性能・寿
命を低下させる原因となります。 

●バッテリーを小児が使う場合、
保護者が取扱説明書の内容を
教えてください。また、使用途
中でも、取扱説明書のとおり
使用しているかご確認ください。 

●バッテリーを使う前に、サビ・
異臭・発熱・その他異常と思わ
れるときは、使用しないでくだ
さい。オンキヨー/ソーテック
カスタマ－サポートセンター
にお問い合わせください。 

●バッテリーは乳幼児の手の届
かない所へ保管してください。 

●バッテリーは火中に投じたり、
加熱・分解・ショート(＋と
－の端子を針金などで接続さ
せること)はしないでください。
ケガの原因となります。 加熱・分解・ 

ショートしない 

取り扱い上の注意 

・カラー液晶ディスプレイおよびバッテリーは消耗品です。 
・カラー液晶ディスプレイは非点灯、常時点灯などの画素が存在することがありますが故障
ではありません。 
・カラー液晶ディスプレイは表示内容によっては明るさのむらが発生することがありますが
故障ではありません。 
・使用周囲温度が低いとき、また本製品自体が冷えきっているときは、電源をONにしても
ディスプレイのバックライトが「点灯しない」、「点滅する」、「暗い」などの症状がで
ます。この場合は、一度本体の電源をOFFにし、しばらく常温(10～35℃)の環境に放置し
た後、お使いください。 

小形二次電池を安全に安心してご使用いただくためには、（社）電子情報技術産業協会の“バッテ
リ関連Q&A集”（http://it.jeita.or.jp/perinfo/committee/pc/battery/menu1.htm）の内容をご覧
いただきながらのご使用をお勧めいたします。 

●液晶ディスプレイは先の尖っ
たものでたたいたり､引っか
いたりしないでください｡ 

　破損する恐れがあります。 
たたいたり 

引っかいたりしない 

●本体外装の汚れは､ 清潔でや
わらかい乾いた布を使い､ か
ら拭きしてください｡ 

●本製品の付属物は大切に保存
してください。 
 
●SSDに保存したデーターなどは､
定期的にバックアップをお取
りください｡ 
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法規について

輸出および海外でのご使用に関する注意事項  

本製品の輸出（個人による携行を含む）について
は、外国為替および外国貿易法に基づいて経済
産業省の許可が必要になる場合があります。 
必要な許可を取得せずに本製品を輸出すると、
同法により罰せられます。 
輸出の許可の要否については、ご購入頂いた販
売店、または当社営業拠点にお問い合わせくだ
さい。 

グリーン購入ネットワーク(GPN)について 
本製品はグリーン購入ネットワーク
(GPN)に適合しています。 

PCグリーンラベル制度について 
本製品は、社団法人電子情報技術産業協
会(JEITA)により策定された「PCグリーン
ラベル制度」に合格致しました。 
「PCグリーンラベル制度」とは、お客様が
環境に配慮したパソコンをご購入になる
際、商品選択を容易にするために、基準
をクリアーしたパソコンに「PCグリーン
ラベルロゴマーク」を表示する制度で、以
下の3つのコンセプトから構成されてい
ます。 
　・環境（含3R※1）に配慮した設計・製
造がなされている 

　・使用済み後も、引取り・リユース／リ
サイクル・適正処理がなされている 

　・環境に関する適切な情報開示がなさ
れている 

　※1 3R＝リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、
リサイクル（Recycle） 

PCリサイクルについて 
このマークが表示されている対象製品は、
当社が無償で回収および再資源化します。 
詳細は当社Webサイト 
（http://www.jp.onkyo.com/sotec/rec
ycle/）を参照してください。 

瞬時電圧低下について 
本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下
に対し不都合が生じることがあります。電源
の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電
源装置等を使用されることをお薦めします。 
(社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)の
パーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対
策ガイドラインに基づく表示)

高調波電流規制について 
この装置は、高調波ガイドライン適合品です。 



7

SOTEC電子マニュアルは、本機のマルチメ
ディア機能の活用方法、およびWindows XP
やインターネットの便利な使いかたを、図解
付きでわかりやすく紹介しています。

「SOTEC電子マニュアル」
について

SOTEC電子マニュアルはデスクトップ上の
アイコンから簡単に起動できます。

デスクトップ上にあるSOTEC電子マニュ
アルのアイコンをダブルクリックします。
メニューが表示されます。

目的に応じたメニュータイトルをクリッ
クします。
サブメニューが表示されます。

サブメニューの中からタイトルをクリッ
クします。
目的のコンテンツが表示されます。

コンテンツ画面の説明

①クリックすると、ほかのメニューに移動で
きます。

②クリックすると、ほかの情報に移動できます。

SOTEC電子マニュアルは以下の動作環境で
使用できます。

・SOTEC電子マニュアルは、オンキヨー株
式会社の著作物です。

・SOTEC電子マニュアルは予告なしに変更
される場合があります。また、SOTEC電
子マニュアルを運用した結果については、
一切の責任を負わないものとします。

・SOTEC電子マニュアルで紹介されている各
ソフトウェアは、ライセンスあるいはロイヤ
リティー契約のもとに供給されています。

・SOTEC電子マニュアルは、著作権法によっ
て保護されています。一部または全部を無
断で複製、転載、改変、カスタマイズ、頒
布することを禁じます。特にSOTEC電子マ
ニュアルを編集および改変してご利用にな
ると、本製品の誤使用の原因となります。

※1：JavaScriptおよびActive Xは無効にしないでください。 

O　S 
Windows XP Home 
Edition

ブラウザ 
Internet Explorer 
6.0以降 （※1） 

① 

② 

3

2

ダブルクリック 

1

SOTEC電子マニュアルの起動方法

動作環境

注意事項



セットアップ
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置き場所を決める
本機が手元に届いたら、まず、設置場所を決
めてください。

15cm～ 

パソコンのまわりは、通風口から熱が排出できる
よう、15cm以上開けてください。 

パソコンの前は、キーボードやタッチパッドが操
作しやすいようにゆとりをもってください。 

本体底面の吸気口をふさがないよう、座布団やタ
オルなどの上では使用しないでください。 

1

1

2

3

2

3

直射日光のあたる場所、
ストーブなど熱源の近く

水がかかりそうな場所 不安定な場所、物がぶつ
かりそうな場所

置いてはいけない場所



9

置き場所を決める

セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

ディスプレイの角度調整について
ディスプレイは、見やすい角度に調整できます。

管理について
本体およびACアダプターのケーブルの上に
重いものをのせたり、通風孔を塞いだりしな
いでください。

正しい姿勢について
次のように正しい姿勢で、パソコンの前に座っ
てください。

背筋は伸ばして座る 

腕は床と平行に 

見やすい角度にディス
プレイを調整する 

注　意 

ディスプレイを開ける角度は、130°ま
でです。ディスプレイはゆっくり開き、
130°を超える角度に開かないでくだ
さい。
故障の原因となります。



セットアップ

10

必要な機器を接続しましょう。
スキャナーやプリンターなど、すでに周辺機
器をお持ちの場合でも、Windows XPのセッ
トアップが終了するまでは接続しないでくだ
さい。

接続する

バッテリパック 

① 
① 

① 

① 

② 

DC入力端子 

ACアダプターのプラグを、本機
のDC入力端子に差し込みます。 3

電源プラグをACアダプターに差し込み、
カチッと音がするまで右に回します。 
ACアダプターから電源プラグを取り外すときは、
電源プラグ取り外しボタンを押し、電源プラグを
左に回してから引き抜きます。 

2

電源プラグを電源コンセントに
接続します。 
電源コンセントへの接続は、無理な
力を入れずゆっくりおこなってくださ
い。強い力をかけると、電源プラグや
ACアダプターが破損する恐れがあり
ます。 

4

バッテリーパックを取り付けます。 1
ディスプレイカバーを閉じ、本
体を裏返して、静かに置きます。 1 バッテリーパックを矢印の方向

にはめ込みます。 2

ACアダプター 電源プラグ 

電源プラグ 
取り外しボタン 



セットアップ
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セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

必要な機器の接続が終われば、本機に
Windows XPをセットアップしましょう。
Windows XPのセットアップが終われば、本
機のセットアップは完了です。

Windows XPの
セットアップ

・セットアップ中は、画面の切り替えに少し時間
がかかることがあります。「しばらくお待ちくだ
さい」といったメッセージが表示されたり、マ
ウスカーソル（マウスポインター）の矢印が
になっているときは、キーボードのキーやタッ
チパッドのボタンを何度も押さないでください。

見やすい角度までディスプレイカバーを
開きます。

電源スイッチを押します。

パソコンの電源をONにしてから、しば
らくの間は、画面の表示がいろいろ変
化します。手順3の画面が表示されるま
で、お待ちください。

［次へ］ボタンにマウスカーソルの矢
印を合わせて、左クリックします。

・タッチパッドを一度も使ったことがない方は、
「タッチパッドを使ってみよう」（☞30ページ）
を参照してください。

メモ 

3

電源スイッチ 

2

1

メモ 

セットアップの準備をする

チェック チェック 

操作の途中で電源を切らない！
セットアップには、少し時間がかかります。
セットアップ中は、絶対にパソコンの
電源をOFFにしないでください。セッ
トアップが終わる前に電源をOFFにす
ると、故障の原因となります。

チェック チェック 

分からないことがあったら・・・
セットアップの途中で分からないこと
があれば、ヘルプで調べることができ
ます。 をクリックするか¡キーを押
すとヘルプを参照できます。

注　意 

ディスプレイを開ける角度は、130°ま
でです。ディスプレイはゆっくり開き、
130°を超える角度に開かないでくだ
さい。
故障の原因となります。
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使用許諾契約に同意します。同意を拒否する
と、Windowsのセットアップが終了してし
まいます。

使用許諾契約書を確認します。

同意したら、［同意します］の を左ク
リックして、 に変えます。

［次へ］ボタンを左クリックします。

Windows XPのセキュリティー、重要な更新、
Service Pack等を自動的に更新するように設
定します。

「自動更新を有効にし、コンピュータ
の保護に役立てます」の を左クリッ
クして に変えます。

［次へ］ボタンをクリックします。2

1

3

2

1

使用許諾契約に同意する 自動更新を設定する
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Windows XPのセットアップ

セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

コンピューターに名前をつけます。例として、
「SOTEC-PC」と入力します。

キーボードから、SOTEC-PCの
順にキーを押します。

任意でコンピューターの説明を入力し
ます。

・コンピューターの説明は、入力を省略してもか
まいません。

［次へ］ボタンを左クリックします。

［省略］ボタンを左クリックします。

・インターネットへの接続は、セットアップ終了
後に設定することをお勧めします。

「いいえ、今回はユーザー登録しません」
の を左クリックして に変えます。

［次へ］ボタンを左クリックします。

・オンライン登録は、セットアップ終了後におこな
うことをお勧めします。本書では、オンライン登
録に必要な、インターネットの設定方法を説明し
ていません。下の画面が表示されてしまった場合
は、［戻る］ボタンを左クリックして前の画面に
戻ってください。

メモ 

6

5

メモ 

4

3

メモ 

2

1

本機を設定する
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本機を使用するユーザーのユーザー名(ユー
ザーアカウント)を入力します。

必要なユーザー数だけ、任意のユーザー
名を入力します。

・セットアップ終了後でも、「コントロールパネル」
の「ユーザーアカウント」からユーザーを登録
できます。

［次へ］ボタンを左クリックします。

いよいよセットアップの完了です。

［完了］ボタンを左クリックします。

しばらくすると、Windows XPのデスク
トップ画面が表示されます。

※表示されるデスクトップ画面は、ご
購入いただいたパソコンによって異
なります。

Windowsが起動したら、本機を一度再
起動してからご使用ください。

2

1

2

メモ 

1

ユーザーを登録する

チェック チェック 

・ユーザーは最低1つ以上登録してくだ
さい。

・複数のユーザーを登録する場合、ユー
ザー名が同じにならないようにして
ください。

セットアップを完了する

チェック チェック 

［スタート］ボタンを選択して表示され
る「本製品をご購入のお客様へ」を必
ずお読みください。この中には、本機
を使用される上で重要な情報が記述さ
れています。
特に、Windowsを再セットアップする
場合は、「本製品をご購入のお客様へ」
に書かれているとおりにドライバーソ
フトなどをインストールしてください。
本機の性能を充分に発揮できないばか
りか、一部の機能が動作しなくなる場
合があります。
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Windows XPのセットアップ

セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

Windows XPのインストール後、画面右下に
次のようなメッセージが表示される場合があ
ります。

「コンピュータが危険にさらされている可
能性があります。」
この表示がでた場合、パソコンにウイルス対
策ソフトがインストールされていないか、ウ
イルス対策ソフトが最新の状態でない可能性
があることをお知らせするものです。ウイル
ス対策ソフトをインストールすることをおす
すめします。

「Windows XPのツアーを始める」
この表示は、Windows XPの新機能を紹介す
るものですが、パソコンの操作に慣れてから
見ることをおすすめします。

・この表示はしばらくすると自動的に消えます。

メモ 

画面右下のメッセージについて

チェック チェック 

・ウイルス対策ソフトのインストール
後は、アップデート機能を使用して、
最新の状態を維持してください。

・ウイルス対策ソフトが最新の状態を
維持していない場合、メッセージが
再度表示されます。
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セットアップが終了したら、本機の電源を
ON/OFFする方法を覚えましょう。電源のON/OFF

セットアップが終了すれば、次に電源をON
にしたとき、そのままWindows XPのデスク
トップ画面が表示されます。

電源スイッチを押します。

しばらくすると、Windows XPのデスク
トップ画面が表示されます。

※表示されるデスクトップ画面は、ご
購入いただいたパソコンによって異
なります。

・複数のユーザーアカウントを登録しているとき
は、ユーザーアカウントを選択する画面が表示
されます。使用したいユーザーアカウントを選
択してください。
・スタンバイおよび休止状態（☞27ページ）から
復帰する場合にも、電源スイッチを押します。
スタンバイおよび休止状態は、キーボードやタッ
チパッドの操作では、復帰しません。

電源のOFFは「スタート」メニューから操作
します。

［スタート］ボタン→［終了オプショ
ン］を選択します。
【コンピュータの電源を切る】ダイアロ
グが表示されます。

［電源を切る］をクリックします。

しばらくすると、本機の電源がOFFに
なります。

必要に応じて周辺機器の電源をOFFに
します。

3

2

1

メモ 

電源スイッチ 

1

電源のON 電源のOFF

注　意 

いきなり電源スイッチを押して電源を
OFFにする動作を繰り返すと、Windows
XPのシステムが壊れて、Windows XPの
再セットアップが必要になることがあり
ます。電源をOFFにするときは正しい手
順で操作してください。
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電源のON/OFF

セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

再起動
デバイスドライバーのインストールが終了し
たあとや、Windowsの動作が不安定（画面
が乱れたり、画面が動かない）になったとき
は、Windowsを再起動しましょう。
【コンピュータの電源を切る】ダイアログが
表示された状態で、［再起動］をクリックす
ると、再起動が実行されます。

・アプリケーションソフトの操作中に、マウスカー
ソルが動かなくなってしまったときなど、操作
が続けられないときは、c＋a＋dキーを
同時に押して、特定のアプリケーションソフト
を終了させることができます。

メモ 



セットアップ

18

本機に複数のユーザーアカウントが登録され
ているとき、本機の電源をONにしたままで、
ユーザーアカウントを切り替えることができ
ます。ユーザーアカウントの切り替えは、2
つの方法があります。

ユーザーアカウントを
切り替える

現在のユーザーアカウントが本機の使用を終了
してから、別のユーザーアカウントが本機の使
用を開始します。

［スタート］ボタン→［ログオフ］を選
択します。
【Windowsのログオフ】ダイアログが表
示されます。

［ログオフ］をクリックします。

現在のユーザーアカウントが本機の使
用を終了し、ユーザーアカウントを選
択する画面が表示されます。

本機の使用を開始するユーザーアカウ
ントを選択します。

・パスワードが設定されている場合は、パスワー
ドを入力します。

・パスワードが拒否された場合は、大文字と小文字
を間違って入力していないか再度ご確認くださ
い。Windows XPでは、Tarouとtarouは違う文字
列として判別されます。

しばらくすると、Windows XPのデスク
トップ画面が表示されます。

※表示されるデスクトップ画面は、ご
購入いただいたパソコンによって異
なります。

メモ 

3

2

1

ログオフして切り替える
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ユーザーアカウントを切り替える

セ

ッ

ト

ア

ッ

プ

現在のユーザーアカウントが本機を使用した
まま、別のユーザーも同時に本機の使用を開
始します。

［スタート］ボタン→［ログオフ］を選
択します。
【Windowsのログオフ】ダイアログが表
示されます。

［ユーザーの切り替え］をクリックし
ます。
ユーザーアカウントを選択する画面が
表示されます。

本機を使用を開始するユーザーアカウ
ントを選択します。
しばらくすると、Windows XPのデスク
トップ画面が表示されます。

3

2

1

ログオフせずに切り替える
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本体各部の名前とその機能について説明して
います。なお、別のページで詳しく説明して
いる部分もありますので、参照ページもあわ
せてお読みください。

各部の名前と機能

ディスプレイカバーの開け閉め

本体前面

①WEBカメラ 

②ディスプレイ 

⑤キーボード 

④電源スイッチ（　 ） 

⑥タッチパッド（右ボタン） ⑥タッチパッド（左ボタン） 

⑧ステレオスピーカー 

⑨内蔵マイク（　 ） 

⑦タッチパッド 

③ステータスLED
③ステータスLED③ステータスLED

ディスプレイカバーは、見やすい角度まで開
きます。

ディスプレイカバーを閉じるときは、ディス
プレイカバーを手前に倒します。
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各部の名前と機能

ご

使

用

の

前

に

①WEBカメラ
静止画や動画を撮影できるWEBカメラです。

②ディスプレイ
文字やグラフィックが表示されます。
省電力機能によりパソコンが動作してい
なければ、自動的にディスプレイの表示
が消えるように設定できます。

③ステータスLED
パソコンの動作状態が表示されます。
（☞25ページ）

④電源スイッチ（ ）
電源OFF時に押すと、本機の電源をONし
ます。（☞16ページ）
電源ON時は橙色に点灯します。
電源ON時に押すと、設定した動作を実行
します。初期設定ではシャットダウンに
設定されています。
設定は［スタート］ボタン→［コントロー
ルパネル］→［パフォーマンスとメンテナ
ンス］→［電源オプション］→［詳細設定］
→［電源ボタン］で選択できます。

⑤キーボード
キーを押して文字を入力したり、コマン
ド（命令）を送ったりします。
（☞31～34ページ）

⑥タッチパッドボタン（右ボタン・左ボタン）
それぞれ、マウスの右ボタン、左ボタン
に対応しています。（☞30ページ）

⑦タッチパッド
指を軽くのせて動かすと、ディスプレイ
上のマウスポインターが移動します。
（☞30ページ）

⑧ステレオスピーカー
Windowsのシステム音や、マルチメディ
アを使用したときの音声が、ステレオで
出力されます。

・音量はキーボードを使って操作できます。zを
押しながらªキーを押すことで音量を下げるこ
とができます。zを押しながらºキーを押す
ことで音量を上げることができます。

⑨内蔵マイク（ ）
本機に音声を入力します。

メモ 

注　意 

・SSD LEDが点灯している間は、電源
をOFFにしないでください。ドライ
ブの故障、またはデーターの破損の
恐れがあります。

・電源をOFFにしたあとに再度電源をON
するときは、5秒以上待ってから操作
してください。
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①ケンジントンロックキーホール（ ）
盗難防止用のロックに使用する取り付け
穴です。

②マイク端子（ ）
マイクロホンを接続します。マイクロホ
ンからの音声を本機に取り込みます。
（☞45ページ）

③ヘッドホン端子（ ）
ヘッドホンを接続します。（☞45ページ）

④USBポート（ ）
USB2.0対応の周辺機器を接続します。
USB1.1対応の周辺機器も接続できます。
ただし、転送速度などはUSB1.1規格
（Full-Speed）に基づきます。
（☞46ページ）

④USBポート（　 ） 

①ケンジントンロックキーホール（ 　） 

②マイク端子（　 ） 
③ヘッドホン端子（ 　 ） 

右側面
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各部の名前と機能

ご

使

用

の

前

に

①DC入力端子（  　） 

③メモリーカードスロット（　　　　　   ） 

②USBポート（ 　） 

左側面

①DC入力端子（ ）
付属のACアダプターを接続します。
（☞26ページ）

②USBポート（ ）
USB2.0対応の周辺機器を接続します。
USB1.1対応の周辺機器も接続できます。
ただし、転送速度などはUSB1.1規格
（Full-Speed）に基づきます。
（☞46ページ）

③メモリーカードスロット
（ ）
以下のメモリーカードを差し込みます。
（☞47～48ページ）
・メモリースティック
・メモリースティックPRO
・SDメモリーカード
・MMC

注　意 

・付属のACアダプター以外は絶対に使
用しないでください。火災・感電の
恐れがあります。

・ACアダプターの上に物をのせたり、
くるんだりしないでください。ACア
ダプターが発熱し、火災を起こす恐
れがあります。

チェック チェック 

・メモリーカードにはそれぞれ差し込
む向きがあります。方向を確認して、
正しく差し込んでください。
・「miniSDカード」または「メモリー
スティックデュオ」など、一覧に記
載のない種類のカードは、本機で使
用できません。メモリーカードを本
機に挿入する前に、種類を確認して
ください。
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③バッテリーパック 

②W-LANモジュールカバー 
①バッテリー取り外し用ラッチ 

底　面

①バッテリー取り外し用ラッチ
バッテリーパックを取り外すときに、指
でスライドします。
（☞29ページ）

②W-LANモジュールカバー
カバーの下にワイヤレスLANモジュール
が取り付けられています。モジュールを
交換・増設する場合は、カバーを取り外
してください。（☞49ページ）

③バッテリーパック
電源コンセントが無い場所でパソコンを
動作させるためのバッテリーです。
（☞26、29ページ）
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各部の名前と機能

ご

使

用

の

前

に

①SSD LED
ソリッドステートドライブ

（ ）
SSDのアクセス中に点灯します。

②Caps
キャップス

ロックLED（ ）
pキーがロック状態のときに点灯し
ます。
ロック状態時は、sキーを押さずアル
ファベットを大文字で入力できます。

③Num
ニューメリック

ロックLED（ ）
uキーがロック状態のときに点灯します。

④ワイヤレスLAN LED（ ）
ワイヤレスLANの機能が作動すると点灯
します。
（☞39、40ページ）

⑤電源LED（ ）
電源が入っている状態を表示します。
（☞27ページ）

⑥バッテリーLED（ ）
バッテリーの充電状態を表示します。
（☞27ページ）

①SSD LED
②CapsロックLED
③NumロックLED

⑥バッテリーLED 
　（　） 

④ワイヤレスLAN LED 
　（　　） 
⑤電源LED（　　） 

ステータスLEDについて

注　意 

・SSD LEDが点灯している間は、電源
をOFFにしないでください。
ドライブの故障、またはデーターの
破損の恐れがあります。

・電源をOFFにしたあとに再度電源をON
するときは、5秒以上待ってから操作
してください。
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バッテリーは十分に充電されていない状態で
出荷されています。本機を初めてお使いにな
るときは、バッテリーパックを本機に取り付
けてから、ACアダプターを接続してくださ
い。バッテリーパックの充電が始まります。

・バッテリーパックの充電中も本製品を使用でき
ます。

ACアダプターの接続とバッテリーの充電

電源プラグをACアダプターに差し込み、
カチッと音がするまで右に回します。
ACアダプターから電源プラグを取り外
すときは、電源プラグ取り外しボタン
を押し、電源プラグを左に回してから
引き抜きます。

ACアダプターのプラグを、本機のDC
入力端子に差し込みます。

電源プラグを電源コンセントに接続し
ます。
バッテリーLED（ ）が点灯し、バッ
テリーパックの充電が始まります。

・本製品に付属のACアダプターは、100V～
240Vに対応しており、自動的に切り替わりま
すので、海外でも使用できます。
ただし、海外の電源コンセントは、日本と形状
が異なる場合がありますので注意してください。

バッテリーのみで使用するときは、ACアダ
プターを取り外してください。
AC電源で使用するときは、このままACアダ
プターを接続してください。

メモ 

3

DC入力端子 

2

ACアダプター 
電源プラグ 

電源プラグ 
取り外しボタン 

1

メモ 

本機の電源は、付属のACアダプターを使って
ACコンセントからとる方法と、バッテリー
パックを使う方法の2通りあります。

ACアダプターの接続と
バッテリーの充電

初めて使うときは

警　告 

・弊社純正のACアダプター以外は、絶
対に使用しないでください。火災・
感電の恐れがあります。

・ACアダプターの上に物をのせたり、
くるんだりしないでください。ACア
ダプターが発熱し、火災を起こす恐
れがあります。
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ACアダプターの接続とバッテリーの充電

ご

使

用

の

前

に

スタンバイと休止状態の違い
・スタンバイ
アプリケーションソフトなどの動作状態をメ
モリーに保存し、パソコンの電源をOFFにす
る機能です。
次回、電源をONにすると、電源をOFFにす
る直前の状態でパソコンが起動します。
使用中のアプリケーションソフトを終了せず
に電源をOFFにできるので、アプリケーショ
ンソフトを再起動する必要がありません。
ただし、スタンバイの状態では、少量の電力
が消費されているため、バッテリーだけで使
用しているときに、長時間スタンバイの状態
にしておくことはお勧めできません。
・休止状態
電源をOFFにする直前の状態で起動させる機
能です。
動作状態をメモリーではなく固定ディスクに
保存するため、電力を消費しません。
スタンバイと休止状態の設定方法は、「SOTEC
電子マニュアル」の「ユーザーズガイド応用
編」の「省電力機能」を参照してください。

ステータスLEDの表示

バッテリーLED（　 ） 電源LED（　 ） 

内　容 
バッテリーが充電中の状態です。（橙色） 
バッテリーが充電後、満充電になった状態です。（青色） 
バッテリーの残量が少ない（3%以下）状態です。 

状　態 
点灯 
 
点滅 

バッテリーLED(　 )

内　容 
本機の電源がONの状態です。 
本機がスタンバイの状態です。 
本機の電源がONの状態で、ディスプレイを閉じると、スタンバイの状
態になります。スタンバイの状態から復帰する場合は、電源スイッチ
（☞16ページ）を押します。 

状　態 
点灯 
点滅 

電源LED(　 )

注　意 

・バッテリーパックは、バッテリー動
作中に交換することはできません。
必ず「バッテリーパックの交換」
（☞29ページ）の説明に従って交換し
てください。

・バッテリーの残量が少ない状態でアプ
リケーションの操作を続けると、デー
ターやプログラムファイルが消えるな
どの不具合が発生する恐れがあります。
バッテリーの残量がすべて無くなる
と、アプリケーションの使用中でも
電源がOFFになります。バッテリー
の警告音が鳴ったらすぐにデーター
を保存してください。
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バッテリー残量が少なくなってきたことを知
らせる警告音と、バッテリー残量が無くなっ
たときにパソコンをどのような状態で電源を
OFFにするかを設定できます。

［スタート］ボタン→［コントロール
パネル］→［パフォーマンスとメンテ
ナンス］→［電源オプション］を選択
します。
【電源オプションのプロパティ】ダイア
ログが表示されます。

［アラーム］タブを選択します。

チェックを入れます。

バッテリー残量が警告表示されます。

［アラームの動作］ボタンをクリック
します。
警告表示後のパソコンの動作を設定で
きます。

警告表示後の動作設定
設定完了後は［OK］ボタンをクリックして
ください。

①通知方法
警告の通知方法を選択します。

・両方を選択することもできます。
・音で知らせるが有効の場合でも、スピーカーが
ミュートの時は実際には音は出ません。

②アラーム後のコンピュータの動作
警告通知後の本機の動作状態を選択します。

メモ 

① 

② 

4

3

2

1

バッテリーの残量警告と終了動作の設定
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ACアダプターの接続とバッテリーの充電

ご

使

用

の

前

に

バッテリーパックは、電源がOFFの状態で交
換します。交換前に、バッテリーLED( )
が消灯していることを確かめてください。

ディスプレイカバーを閉じ、本体を裏
返して、静かに置きます。

バッテリー取り外し用ラッチを、バッテ
リーパックが持ち上がるまで矢印の方向
に指でスライドし（①）、バッテリーパッ
クを取り外します（②）。

交換用のバッテリーパックを矢印の方
向に動かしながら取り付けます。

・バッテリー取り外し用ラッチがロックされるま
で、確実にはめ込んでください。

メモ 

バッテリーパック 

① 
① 

① 

① 

② 

3

バッテリー取り外し用ラッチ 

① 
② 

2

1

バッテリーパックの交換

注　意 

・弊社純正のバッテリーパック以外の
バッテリーは絶対に使用しないでく
ださい。また、バッテリーパックの
分解や破壊、火中への投入、加熱、
端子の短絡なども絶対におこなわな
いでください。爆発や火災を起こす
恐れがあります。

・バッテリーパックの取り扱いについ
ては「安全上のご注意」（☞4～5ペー
ジ）も必ずお読みください。
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タッチパッドを
使ってみよう

本機では、文字の入力以外、ほとんどの操作
をタッチパッドでおこないます。ここでは、
タッチパッドの基本操作を説明します。

左ボタン
左クリックするときに押します。ダブルクリック
するときは、このボタンを素早く2回押します。

タッチパッド
指を触れて動かすと、画面上のマウスポインターがそ
の動きに応じて動きます。指で軽く"トン"と1回たた
くと左クリック、"トントン"とたたくとダブルクリッ
クがボタンを使わずにできます。

右ボタン
右クリックするときに押します。
Windowsでは、右クリックするとショートカット
メニューが表示されます。

タッチパッドの名前とはたらき

タッチパッドの操作方法
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞マウス＞マウスの
操作方法

SOTEC「電子マニュアル」参照 

注　意 

・タッチパッドをペン先などの先の尖ったも
ので触れないでください。故障の原因とな
ります。

・2本以上の指や手袋をした指、また、濡れ
た指などで操作しないでください。正常に
動作しません。また、指先の皮脂や汚れに
よっても正常に動作しない場合があります。
そのときは、十分に汚れを取り除いてから
ご使用ください。

・マウスポインターはタッチパッドを軽く触
れるだけで動作します。必要以上に力を入
れたり無理な姿勢で操作すると、指や手首
を傷める原因となります。
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ご

使

用

の

前

に

キーボードは、文字や記号を入力したりパソ
コンへ指示をする役目をもっています。ここ
では、キーボードの各キーの名前や機能につ
いて説明します。

キーボードを使ってみよう

Windowsキー
単独で押すとWindows XPの「スタート」メ
ニューを表示します。次のキーと合わせて押
すと、Windows XPの代表となる機能がすぐ
に使えます。

+¡ Windows XPの「ヘルプとサポートセ
ンター」を表示

+M ウィンドウの最小化

+t タスクバーに表示されているボタンの
切り替え

+R 【ファイル名を指定して実行】ダイア
ログを表示

+E マイコンピュータを起動

+F ファイルとフォルダー検索画面を起動

+π 【システムのプロパティ】ダイアログ
を表示

+c+F コンピューターの検索画面を起動

アプリケーションキー
タッチパッドの右ボタンに相当します。使用
するアプリケーションによって動作が異なり
ます。お使いのアプリケーションソフトのマ
ニュアルを参照してください。

制御キー（灰色の部分）
文字入力キーと組み合わせて使うキー、入力位
置を決めるキー、パソコンに対してコマンド
（命令）を送るキーなどです。これらのキーだ
けを使って文字を直接入力することはできま
せん。

文字入力キー
主に、アルファベットやひらがな、カタカナ、
数字、記号などを入力するためのキーです。
1つのキーに2つ以上の文字が割り当てられ
ており、psuwvの各
キーと組み合わせて、目的の文字が入力でき
ます。

キーはその機能によって、役割が大きく分かれます。
本書では便宜上、色分けをして説明しています。実際のキーボードは色分けされていません。

ファンクションキー 

Windows（ウィンドウズ）キー 制御キー 

文字入力キー 

アプリケーションキー 
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制御キーの一つであるzキーとファンクショ
ンキーの組み合わせにより、画面の輝度を変
えたり、省電力機能を作動させたりできます。

ワイヤレスLAN機能を実行する
+ zキーを押しながら£キーを

押すと、ワイヤレスLAN機能が
ONになります。
（☞38～40ページ）
もう一度押すとOFFに戻ります。

省電力機能を実行する
+ zキーを押しながら¢キーを

押すと、スタンバイの状態に入
ります。（☞27ページ）
スタンバイの状態から復帰する
場合は、電源スイッチ（☞16
ページ）を押します。

タッチパッドの動作をON/OFFする
+ zキーを押しながら∞キーを

押すと、タッチパッドの動作が
OFFになります。もう一度押す
とONに戻ります。

輝度を調整する
+ zキーを押しながら§キーを

押すごとに、ディスプレイの輝
度が下がり、¶キーを押すご
とにディスプレイの輝度が高く
なります。

スピーカーの音を消す（ミュート）
+ zキーを押しながら•キーを

押すと、スピーカーの音が消え
ます。もう一度zキーを押し
ながら•キーを押すと元に戻
ります。

スピーカーの音量を調整する
+ zキーを押しながらªキーを

押すごとに音量が下がり、º
キーを押すごとに音量が上がり
ます。

通常、数字は英数モードのときにファンクシ
ョンキーの下に並んでいるキーで入力するこ
とができますが、z+uキーを押すこと
で、キーボードの図の部分でも数字を入力で
きるようになります。文字よりも数字の入力
のほうが多いという場合などは、電卓のテン
キーのように使うことができます。

ファンクションキー テンキーを使って数字を入力する
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キーボードを使ってみよう

ご

使

用

の

前

に

中止や中断させるコマンド(命令)を送る

①Esc（エスケープ）キー
設定を取り消したり、実行を中止します。

②Pause/Break（ポーズ/ブレーク）キー
ソフトウェアによっては動作が割り当て
られており、実行されている命令を中断
したり、ブレーク信号を送ります。

設定されている機能を呼び出す

③ファンクションキー
¡から¤キーまでの12個のキーにそれ
ぞれ別の機能やコマンド（命令）が割り
付けられています。
キーを押したときの動作はソフトウェア
により異なります。

コマンド（命令）や設定された機能を決定する

④Enter（エンター）キー
あるコマンド（命令）の実行を決定した
り、設定された機能を確定させます。
文字を入力しているときは、このキーで
改行できます。

画面のハードコピーをとる

⑤PrtSc（プリントスクリーン）キー
表示されている画面を取り込んでクリッ
プボードに転送します。

文字を編集する

⑥Ins（インサート）キー【ロックされます】
文字入力のモードを切り替えます。1回押
すごとに、カーソル位置にある文字の間
に入れる「インサートモード」と、カー
ソル位置の文字に上書きする「オーバー
ライトモード」が切り替わります。

⑦Del（デリート）キー
カーソル位置から右側の文字を削除しま
す。カーソル位置は変わりません。

⑧Back space（バックスペース）キー
カーソル位置から、左側の文字を削除し
ます。カーソル位置は左に動きます。

⑨Tab（タブ）キー
文字を入力しているときに押すと、タブ
が入りカーソルが右に移動します。
表計算やデータベースなどのアプリケー
ションでは、次の項目への移動などに使
われます。

③ 

⑪ 

⑱ ⑱ ⑲ ⑬ ⑭ ⑯ ⑮ 

⑤ ① ⑥ ② 

⑨ 

⑩ 

⑫ 

④ 

⑫ 

⑧ 

⑦ 
⑳ 

⑰ 

各キーの機能
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文字入力キーと組み合わせて、文字を入力する

⑩Caps Lock（キャップスロック）・英数キー
【ロックされます】
アルファベットを入力するときの文字種を
切り替えます。sキーと同時に1回押す
ごとに、「大文字モード」と「小文字モー
ド」が切り替わります。
ひらがな/カタカナモードから、アルファ
ベットや数字を入力する英数モードに切
り替えるときにも使います。
（☞右段「メモ」）

⑪半角/全角キー【ロックされます】
文字を入力しているときの文字種を切り替
えます。Windows XPの日本語入力システ
ムMicrosoft IMEでは、1回押すごとに「日
本語入力モード」がオン/オフになります。

⑫Shift（シフト）キー
ほかのキーと同時に押して別の機能を実
行したり、実行方法を変えたりすること
ができます。たとえば、「大文字モード」
で文字を入力しているときに、アルファ
ベットキーと同時に押すと、小文字で入
力することができます。

空白を入れたり、漢字に変換する

⑬無変換キー
日本語入力システムを使っているときに、
入力した文字を漢字などに変換したくない
場合に押すと、入力モードが変わります。

⑭変換キー
日本語入力システムを使っているときに、
入力した文字を漢字などに変換します。

⑮カタカナ/ひらがなキー【ロックされます】
「カタカナモード」と「ひらがなモード」
を切り替えます。「カタカナモード」のと
きはこのキーだけ押すと「ひらがなモー
ド」に、「ひらがなモード」のときはs
キーと同時に押すと「カタカナモード」
に切り替わります。
c＋sキーと同時に押すと、カナキー入
力のオン/オフを切り替えることができます。

⑯スペースキー
文字を入力しているときに押すと、スペー
ス(空白)が入ります。

カーソルを動かす

⑰カーソルキー
キーに表記されている矢印の方向に、カー
ソルが移動します。

ほかのキーと組み合わせて機能を実行する

⑱Ctrl（コントロール）キー
文字入力キーや、ほかの制御キーと組み
合わせて使うと、特定の動作ができます。

⑲Alt（オルト）キー
オルタネートキーともいい、文字入力キー
や、他の制御キーと組み合わせて使うと、
特定の動作ができます。

⑳Num（ニューメリックロック）キー
【ロックされます】
ロックすると、テンキーを数字を入力す
るための専用キーとして動作させます。
ロックを外すと、テンキーを特定の動作
キーとして動作させます。（☞32ページ
「テンキーを使って数字を入力する」）

Scroll（スクロールロック）キー
【ロックされます】
使用しているソフトウェアにより動作は
異なりますが、通常はカーソルキーの動
きを変えることができます。

・キーには、1回押すごとに状態が固定されてロッ
ク状態になるキーと、固定されずに押したとき
だけ機能するキーの2通りがあります。
ロックされるキーの中でも下の3種類のキーは、
ロック状態になるとキーボード上のステータス
LEDが点灯します。

Fn（エフエヌ）キー
他のキーと組み合わせて、画面の輝度を
変えたり、省電力機能を作動させたりで
きます。
（☞32ページ）

メモ 
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本機には、サウンド機能が搭載されており、音
声を入出力する端子が用意されています。ここ
ではサウンド機能の使いかたを説明します。音量を調整する

Windowsからの音量の調整
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞音声＞Windowsか
らの音量調節

音声の録音
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞音声＞パソコンへ
録音

SOTEC「電子マニュアル」参照 

本製品にはステレオスピーカーが内蔵されて
います。スピーカーからは3種類の音源から
音声を出力できます。
それぞれの音源は、Windowsの｢ボリューム
コントロール｣で個別に音量の調整やミキシ
ングができます。

スピーカー/ヘッドホンの音量は次のように
調整します。

キーボードから調整する
キーボードのファンクションキーから音量を調整
できます。
zキーを押しながらªキーを押すごとに音
量が下がり、ºキーを押すごとに音量が上
がります。

マイクロホンの音量は次のように調整します。

デスクトップ画面右下のタスクバーにあ
る[Realtek HDオーディオマネージャ]
アイコンをダブルクリックします。
REALTEKユーティリティーが表示され
ます。

［ミキサー］タブを選択します。2

1

コンピューターに標準で装
備されている“ビープ音”
を発生する音声です。 
16ビットDAコンバーター
を使用したサウンド回路か
らの再生音声、およびFMシ
ンセサイザー音源から出力
される音声です。 
マイク端子に接続されたマ
イクまたは内蔵マイクから
の音声です。 

 
PCスピーカー 
 
 

デジタル 
サウンド機能 
 
 
 
マイク入力 

内蔵スピーカーについて

スピーカーの音量を調整する

マイクロホンの音量を調整する
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次の項目を設定します。

① 録音ボリュームダイヤル
音量を調整します。

② マイクボリューム
内蔵マイク（☞20～21ページ）か
らの音量を調整します。なお、内蔵
マイクを使用する場合は、 をク
リックして にしてください。

③ Front Mic
外付けのマイクロホン（☞45ページ）
からの音量を調整します。なお、外付
けのマイクロホンを使用する場合
は、 をクリックして にしてく
ださい。

・内蔵マイクまたは外付けのマイクロホンを使わな
い場合は、使わない側の をクリックして に
してください。

メモ 

① ② ③ 

3
チェック チェック 

REALTEKユーティリティーの右端にあ
る矢印をクリックすると、マイクロホ
ンから入力した音声をそのままスピー
カーに出力する設定ができます。
設定をおこなう場合、「再生」欄の「マ
イクボリューム」の をクリックし
て にし、音量ツマミをドラッグして
音量を調整します。このとき、音量は
必ず半分以下となるよう設定してくだ
さい。音量が大きすぎると、ハウリン
グ（☞45ページ）を引き起こす原因と
なります。



ご使用の前に

37

ご

使

用

の

前

に

ディスプレイの解像度を変更して、より広い
領域でWindowsを表示したり、フォントの
大きさを変更して、文字をより見やすく表示
できます。ここでは解像度や色数といった、
画面の設定の変更方法について説明します。

画面の解像度を調整する

デスクトップ上で右クリックして表示
されるメニューから、［プロパティ］を
選択します。
【画面のプロパティ】ダイアログが表示
されます。

［設定］タブを選択します。

を左右にスライドさせ、画面の解像度
を選択します。

・初期設定は「1024×600ピクセル」です。

ボタンをクリックし、画面の色（表
示する色数）を選択します。

［適用］ボタンをクリックします。

変更を確認するダイアログボックスが
表示されます。

［はい］ボタンをクリックします。6

5

4

メモ 

3

2

1

画面の解像度、色数、フォントサイズは、【画面のプロパティ】ダイアログから調整できます。

フォントサイズの変更方法
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞画像表示＞フォン
トサイズの変更

壁紙の設定
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞画像表示＞壁紙の設定

SOTEC「電子マニュアル」参照 

解像度や色数の変更
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無線でデーター通信
ワイヤレスLANとは、LANケーブルを使わな
いで、無線通信でデーターをやり取りする
LANのことです。
本機の他に、「アクセスポイント」と呼ばれ
る別売の中継機器と、ワイヤレスLAN機能を
持つ他のパソコンを用意すると、本機と他の
パソコンは無線通信でデーターをやり取りで
きます。

インターネットにも接続可能
市販のルーターをアクセスポイントと接続す
ると、本機にケーブルを接続することなく、
ワイヤレスLAN経由でインターネットに接続
できます。

ワイヤレスLANでは、電波で情報のやり取り
をおこなうため、セキュリティーに関する設
定をおこなっていない場合、以下のような問
題が発生する可能性があります。

●通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、次
のような通信内容を盗み見られる可能性があ
ります。
・IDやパスワードまたはクレジットカード番
号等の個人情報

・メールの内容

●不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネッ
トワークへアクセスし、次のような行為をさ
れてしまう可能性があります。
・個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
・特定の人物になりすまして通信し、不正な
情報を流す（なりすまし）

・傍受した通信内容を書き換えて発信する
（改ざん）
・コンピューターウィルスなどを流しデーター
やシステムを破壊する（破壊）

アクセス 
ポイント ルーター 

ワイヤレスLAN機能を 
持つパソコン 

インターネット 

本機には、「IEEE802.11b/g」規格に準拠し
たワイヤレスLANモジュールが内蔵されてお
り、他のパソコンと無線通信ができます。モ
デルにより、対応する規格は異なります。

ワイヤレスLANを
利用する

チェック チェック 

・付属のワイヤレス L A N機能は、
IEEE802.11b、IEEE802.11g方式に準
拠しております。それ以外の方式およ
びBluetooth方式対応の通信機器とは
通信できません。
・電波障害によるノイズの発生など他の
機器に影響を与える場合や、ワイヤレ
スLANの機能を使わないときは、ワイ
ヤレスLANボタンを押してワイヤレス
LAN機能をOFFにしてください。
・無線機器の使用が禁止されている区
域では使用しないでください。

ワイヤレスLANとは？

セキュリティーに関するご注意
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ワイヤレスLANを利用する

ご

使

用

の

前

に

セキュリティーの設定をおこなわないで使用
した場合の問題を充分理解した上で、お客様
自身の判断と責任においてセキュリティーに
関する設定をおこない、ワイヤレスLANを使
用してください。

ワイヤレスLANモジュールの仕様です。
※通信速度、通信距離は使用状況、電波環境、
接続機器、使用のアプリケーションなどに
より異なります。
※通信速度は規格による速度（理論値）であり、
実際のデーター転送速度とは異なります。

※通信中にレーダー波（気象レーダーなど）
を検出した場合、チャンネルの自動変更の
ため通信が中断される場合があります。

ワイヤレスLANを設定する
ワイヤレスLANへの接続方法は、ご購入された
無線LAN機器（無線LANアクセスポイント付ルー
ターなど）によって異なります。無線LAN機器
に付属されている取扱説明書にしたがって、ワ
イヤレスLANの設定をおこなってください。

z＋£キーを押し、ワイヤレスLANの
機能をONにします。
ワイヤレスLANの機能が作動すると、
ワイヤレスLAN LED（☞25ページ）が
点灯します。

・接続可能なワイヤレスLANが検出されると、デ
スクトップ画面右下のタスクバーにメッセージ
が表示されます。

デスクトップ画面右下のタスクバーに
表示された［ワイヤレスネットワーク
接続］アイコンをクリックします。
ワイヤレスネットワーク接続プログラ
ムが起動します。

ネットワーク一覧から使用するワイヤ
レスネットワーク(アクセスポイント)を
選択して、［接続］ボタンをクリックし
ます。
ネットワークキーの入力画面が表示さ
れます。

・一覧にネットワーク(アクセスポイント)が表示さ
れない場合は、[ネットワーク一覧を最新の情報に
更新］をクリックします。

・ワイヤレスLANが[Wireless Provisioning
Services]をサポートしている場合は、ワイヤレ
スLAN接続に使用する追加ファイルをダウンロー
ド、のメッセージが表示されます。
［ダウンロード］のボタンをクリックして追加ファ
イルをダウンロードします。

・セキュリティーに保護されていないワイヤレス
LANに接続する場合、警告メッセージが表示さ
れます。
そのまま接続する場合は、［接続］ボタンをクリッ
クします。セキュリティーを設定する場合は、
［キャンセル］ボタンをクリックして終了させ、
セキュリティーの設定後、再度ワイヤレスLAN
の接続をおこないます。

メモ 

3

［ワイヤレスネットワーク接続］アイコン 

2

メモ 

1

IEEE802.11b/g準拠 
（2.4GHz帯） 
150Mbps 
（IEEE802.11nドラフト2.0準拠） 
54Mbps（IEEE802.11g） 
11Mbps（IEEE802.11b） 

規　格 
 
最大通信 
速度 

ワイヤレスLANに接続する

ワイヤレスLANの仕様
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「ネットワークキー」と「ネットワークキー
の確認入力」を入力して、［接続］ボタンを
クリックします。
本機がワイヤレスLANに接続されます。

・ご使用のワイヤレスLANがセキュリティーによ
り保護されており、ネットワークキーが自動的
に取得される設定になっている場合は、ネット
ワークキーの入力画面は表示されず、そのまま
ワイヤレスLANに接続されます。
・別途、ネットワーク設定が必要な場合があります。

ワイヤレスLAN接続を終了する

z＋£キーを押し、ワイヤレスLANの
機能をOFFにします。
本機がワイヤレスLANから切断され、ワ
イヤレスLAN LED( )が消灯します。

1

メモ 

4

チェック チェック 

・ワイヤレスLANに接続できない場合、
お客様が本機をご購入後にインストー
ルされたセキュリティーソフトが影響
している可能性があります。接続設定
を開始する前に、セキュリティーソフ
トを一旦無効にしてください。

・ワイヤレスLANが頻繁に切断された
り、通信が不安定になる場合、アク
セスポイントと本機との間の電波が
弱いことが考えられます。アクセス
ポイントや本機の近くに、金属や遮
へい物がある場合は移動させてくだ
さい。また、電子レンジやコードレ
ス電話など、同じ周波数帯の電波を
使用する機器から遠ざけてください。
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周
辺
機
器
の
接
続

本機には、さまざまな周辺機器が接続できま
す。次にその一例を紹介します。使用できる周辺機器

右側面

USB2.0対応の周辺機器（☞ 46ページ） 

・ カードリーダー/ライター ・ USB対応マウス ・ CCDカメラ ・ USBハブ など 

USBポート 

・外部ディスプレイ 
・有線LAN

VGA/LANアダプター 
 
（☞ 51ページ） 

ヘッドホン  
（☞ 45ページ） 

ヘッドホン端子 

マイクロホン  
（☞ 45ページ） 

マイク端子 

VGA/LANアダプター搭載モデルのみ 
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左側面

USB2.0対応の周辺機器 
（☞ 46ページ） 

USBポート 

メモリーカード（☞ 47～48ページ） 

メモリーカードスロット 

・メモリースティック 
・メモリースティックPRO

・SDメモリーカード ・MMC
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周
辺
機
器
の
接
続

周辺機器を取り付ける前に、まず確認したり、
作業しなければならないことを説明します。周辺機器を

取り付ける前に

ケーブル類や、周辺機器を取り付けるときは、
本機の電源をOFFにし、ACアダプターをAC
コンセントから取り外します。ACアダプター
が接続されたまま周辺機器を取り付けると、
本機を壊したり、感電する恐れがあります。

・次の機器は、パソコンの電源をONにしたまま、
取り付けや取り外しができます。
・USB対応の機器
・メモリースティック
・メモリースティックPRO
・SDメモリーカード
・MMC

本機の電源をOFFにします。

「電源のOFF」（☞16ページ）

ACアダプターを取り外します。

周辺機器を取り付けます。

体の静電気を取り除いてください
基板がむき出しになっているW-LANモジュー
ルなどは、静電気に弱く、帯電した手で触る
と壊れてしまう恐れがあります。ドアのノブ
など、身近な金属に触れて、体に帯電してい
る静電気を取り除いてから、これらの機器を
取り付けてください。

ユーザーズガイドをよく読んでください
周辺機器などは、取り外しや取り付けを間違
うと、機器を壊してしまう恐れがあります。
本書をよく読んでから、周辺機器を取り付け
てください。

周辺機器に付属のマニュアルをよく読んで
ください
周辺機器に付属のマニュアルには、取り付け
方法や、取り付けたあとに必要となるソフト
ウェアやハードウェアの設定方法が詳しく書
かれています。
周辺機器のマニュアルをよく読み、必要な機
器、および必要な設定ファイル（デバイスド
ライバーなど）を理解し、これから始める接
続作業に備えてから、周辺機器を取り付けて
ください。

マニュアル 

デバイスドライバー 

3

2

1

メモ 

電源をOFFにする

注　意 

本体内部の機器を取り付けたり、取り
外したりするときは、金属のへりでけ
がをしないよう、手袋をして作業をす
るなど十分に気を付けてください。

取り付け時の注意事項
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Windows XPには、周辺機器を取り付けるだけで、すぐに使用できる状態に設定する「プラグ
アンドプレイ」という機能があります。プラグアンドプレイを実現するには、周辺機器に対応
したデバイスドライバーがWindows側で用意されている必要があります。
用意されていない場合は、Windowsのウィザード機能を使って、デバイスドライバーを
Windowsにインストールします。

周辺機器を使うときは、「デバイスドライバー」と
呼ばれる周辺機器をコントロールするソフトウェ
アが必要です。
デバイスドライバーは、あらかじめ本機の
Windows側で用意されている場合と、周辺機器に
付属している場合（CD-ROMディスクなどで提供
されています）があります。周辺機器メーカーの
ホームページから入手することもできます。

デバイス 
ドライバー 

メモ  

デバイスドライバーがWindowsにある場合
周辺機器に対応したデバイスドライバーが、
すでにWindows側で用意されている場合は、
周辺機器を取り付けるだけで、すぐに使える
状態になります。

周辺機器を取り付けたあとに、電源を
ONにします。
デスクトップ画面右下のタスクバーに、
「新しいハードウェアが見つかりまし
た」と吹き出しが表示されます。
これで、周辺機器が使えるようになります。

デバイスドライバーがWindowsにない場合
周辺機器に対応したデバイスドライバーが
Windowsにない場合、周辺機器に付属して
いるデバイスドライバーをWindowsにイン
ストールします。

周辺機器を取り付けたあとに、電源を
ONにします。
【新しいハードウェアの検索ウィザー
ド】ダイアログが表示されます。

［次へ］ボタンをクリックします。

表示される指示に従って操作します。

デバイスドライバーが正常にインストー
ルされたことを示すメッセージが表示
されたら、設定は終了です。

［完了］ボタンをクリックします。

これで、設定は無事終了しました。

4

3

2

1

1

チェック チェック 

プラグアンドプレイに対応した周辺機
器でも、設定が自動でおこなわれない
場合があります。

チェック チェック 

プラグアンドプレイに対応していない
周辺機器の場合、デバイスドライバー
の組み込みや、リソースの設定を自分
でおこなう必要があります。また、周
辺機器側のディップスイッチなどを変
更する必要があります。
詳細は、お使いの周辺機器メーカーへ
お問い合わせください。

プラグアンドプレイについて
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周
辺
機
器
の
接
続

本製品と接続できるAV機器の紹介と接続方
法を説明します。AV機器と接続する

市販のマイクロホンのプラグを、本機のマイ
ク端子（ ）に接続すると、マイクロホン
から音声を録音できます。

・マイクロホンをご利用の場合は、初期設定の
ミュートを解除してからご利用ください。
・マイクロホンはステレオタイプのミニピンプラ
グ付きマイクロホンを、電器店などでお求めく
ださい。
・スピーカーにマイクロホンを近づけると、スピー
カーとマイクロホンが共振し、キーンという音
が出ることがあります。これを「ハウリング」
と呼びます。ハウリングは、マイクロホンをス
ピーカーから遠ざけるか、入力レベルを小さく
する（ボリュームコントロールで調整）ことで
防ぐことができます。

市販のヘッドホンのプラグを、本機のオーディ
オ出力端子（ ）に接続すると、スピーカ
ーから音声を出力せずに、ヘッドホンから出
力できます。

・ヘッドホンはミニピンプラグ付きヘッドホンを、
電器店などでお求めください。

メモ 

ヘッドホン端子（   　） 

メモ 

マイク端子（ 　 ） 

マイクロホンと接続する ヘッドホンと接続する
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USBポートには、さまざまなUSB機器を接続
して利用することができます。ここでは、本
機の電源をONにした状態で、USB対応の周
辺機器を接続する方法について説明します。

USB対応の周辺機器を使う

・接続前に、デバイスドライバーのインストー
ルが必要なUSB機器があります。
・ケーブルには差し込む向きがあります。無
理に差し込もうとしないで、方向を確認し
て正しく差し込んでください。
・本機には、複数のUSBポートを用意してい
ます。どのUSBポートを使用しても構いま
せん。
・USBポートの数が足りないときは、市販の
USBハブを接続して、USBポートの数を
増やすことができます。

本機のUSBポート（ ）に、USB機器
のケーブルを差し込みます。

USB機器の接続後、しばらく待つと、
画面の表示が切り替わり、【新しいハー
ドウェアの検索ウィザード】ダイアロ
グが表示されます。

表示される指示に従って操作します。

デバイスのインストールが終了したこ
とを示すメッセージが表示されれば、
設定は終了です。

［完了］ボタンをクリックします。

接続したUSB機器によっては、このあ
と、ソフトウェアのインストールなど
の作業が必要になります。

3

2

USBポート（    ） 

1

USB
メニュー＞ユーザーズガイド応用編＞周辺機器＞USB

SOTEC「電子マニュアル」参照 

チェック チェック 

・表示されないときは、USBポートか
らコネクターを一度抜き、3秒以上時
間をおいてから、再度差し込んでみ
てください。
・USB機器に、Windows XP対応のデ
バイスドライバーが付属されていな
い場合、USB機器をWindows XPで
使うための専用デバイスドライバー
が別途必要になります。

チェック チェック 

・次回からはUSBポートに接続するだ
けで、すぐに使用できます。
・異なるUSBポートにUSB機器を接続
すると、【新しいハードウェアの検索
ウィザード】が表示される場合があ
ります。その場合は、設定を再度お
こなってください。

接続時の注意事項

USB対応の周辺機器を接続する
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本機にはメモリーカードを読み書きするスロッ
トがあります。メモリーカードを使う

各種メモリーカードの差し込み方向は、次のとおりです。各種メモリーカードのラベルの向き
や切り欠きの位置を確認して、正しく差し込んでください。

本機で使用できるメモリーカードの種類と機能は、次のとおりです。
メモリーカードを使用すると、画像ファイルなどのファイルデーターの読み出し・書き込みが
できます。

使用できるメモリーカード 
SDメモリーカード 
MMC 
メモリースティック 
メモリースティックPRO

著作権保護機能 
あり 
なし 
あり 
あり 

誤消去防止スイッチ 
あり 
なし 
あり 
あり 

ラベルの向きと差し込み方向 

SDメモリーカード/MMC

メモリースティック/ 
メモリースティック PRO

メモリーカードスロット 

チェック チェック 

・表の情報は本書制作時のものです。
・マジックゲートメモリースティックに著作権保護（暗号化）を施して記録された音声ファイル
は、本機のメモリーカードスロットでは再生できません。

メモリーカードの種類

メモリーカードの差し込み方向
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メモリーカードを差し込み、使用するまでの
手順を説明します。

本機のメモリーカードスロットに、メ
モリーカードを確実に差し込みます。
しばらくするとメモリーカードが本機に
認識され、ダイアログが表示されます。

実行させたい動作を選択して、［OK］
ボタンをクリックします。

・これらの動作を実行させたくない場合は、［キャ
ンセル］ボタンをクリックします。

ファイルをコピーする
正しく認識されたメモリーカードのアイコンに、
ほかのディスクからファイルをドラッグアンド
ドロップすると、メモリーカードにデーターを
コピーできます。

誤消去防止スイッチについて
SDメモリーカードの側面、およびメモリー
スティックの背面には、誤消去防止スイッチ
があります。スイッチを「LOCK」に合わせ
ると、データーを誤って消去することを防止
できます。

メモリーカードの動作が終了している
こと（データーの読み書きがおこなわ
れていない状態）を確認し、メモリー
カードを取り出します。

1

メモ 

2

1

メモリーカードの差し込み

チェック チェック 

・メモリーカードには、それぞれ差し
込む向きがあります。方向を確認し
て、正しく差し込んでください。

・「miniSDカード」または「メモリー
スティック デュオ」など、表に記載
のない種類のカードは、本機で使用
できません。
メモリーカードを本機に挿入する前
に、種類を確認してください。

チェック チェック 

表示されるダイアログは、メモリーカー
ドに入っているファイルによって異な
ります。

メモリーカードの取り出し

チェック チェック 

「ハードウェアの安全な取り外し」をお
こなうと、Windowsを再起動するまでメ
モリーカードが認識できなくなります。

注　意 

各種メモリーカードをWindows上で使
用している間は、メモリーカードを取り
出さないでください。メモリースロット
の故障や、データーが破損する恐れが
あります。
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本機には、無線LANを使用するために必要な
W-LANモジュールが内蔵されています。こ
こでは、W-LANモジュールを交換する方法
を説明します。

W-LANモジュールの
交換

ディスプレイカバーを閉じ、本体を裏
返しにします。

W-LANモジュールカバーを固定してい
るネジを取り外します。

W-LANモジュールカバーを取り外します。

W-LANモジュールに接続されているア
ンテナ線を取り外します。

W-LANモジュールを固定しているネジ
を取り外し、W-LANモジュールを上に
傾けます。

W-LANスロットから、W-LANモジュー
ルを取り外します。

6

5

W-LANモジュール 

アンテナ線 

4

W-LANモジュールカバー 

3

2

1

ワイヤレスLAN（W-LAN）の交換

注　意 

W-LANモジュールを取り扱うときに
気をつけること
・装着の前には、必ず本機の電源を
OFFにしてください。

・装着の前には、必ずバッテリーパッ
クとACアダプターを取り外してくだ
さい。

・W-LANモジュールは静電気にたいへ
ん弱い部品です。静電気を帯びた物
や人の手でW-LANモジュールに触れ
ると、W-LANモジュールが壊れる恐
れがあります。W-LANモジュールを
取り扱うときは、体の静電気を取り
除いてください。(☞43ページ)
・W-LANモジュールの端子部には触れ
ないでください。端子部分に手を触
れると、接触不良によりW-LANモジ
ュールが壊れる恐れがあります。

・W-LANモジュールはたいへん壊れや
すい部品です。取り外したW-LANモ
ジュールは大切に保管してください。
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新しいW-LANモジュールを、W-LAN
スロットに取り付けます。

手順4で取り外したネジを取り付け、
W-LANモジュールを固定します。

アンテナ線をW-LANモジュールに接続
します。

・W-LANモジュールの「MAIN」のコネクターに黒
色ケーブル、「AUX」のコネクターに白色ケーブ
ルを接続してください。
・お客様が購入されたモデル（製品）によっては、
灰色のケーブルが用意されたものがあります。灰
色のケーブルは、ショート防止のためキャップを
つけたまま他のスペースに固定してください。

W-LANモジュールカバーを取り付け、
ネジで固定します。

10

メモ 

W-LANモジュール 

アンテナ線 

9

8

7

注　意 

アンテナ線の先は、金属でできています。
W-LANモジュールを取り外した状態で
パソコンを起動すると、アンテナ線の金
属部分がショートして、故障の原因とな
ります。
アンテナ線の金属部分は、絶縁テープ
で保護するか、W-LANモジュールに接
続した状態で、パソコンをご使用くだ
さい。
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本機に付属のVGA/LANアダプターを本機の
USBポートに接続すると、外部ディスプレ
イおよび有線LANを接続できます。ここでは
例として、外部ディスプレイを接続する方法
を説明します。

VGA/LANアダプター
を接続する

付属のVGA/LANアダプターの外部ディ
スプレイ端子に、外部ディスプレイの
ケーブルを接続します。

本機のUSBポート（ ）とVGA/LAN
アダプターのUSB端子を、付属のUSB
ケーブルで接続します。

・USBポートに接続する前に、「USB対応の周辺
機器を使う」（☞46ページ）の注意書きをご確
認ください。
・有線LANを接続するときも、同様の手順で接続
してください。

メモ 

USBポート（    ） 

USBポート 

2

外部ディスプレイ端子 

VGA/LANアダプター 

1
チェック チェック 

・外部ディスプレイを接続した場合
Windowsのコントロールパネルの
［画面］で、「ディスプレイの種類」
の設定変更が必要なときがあります。
・本体ディスプレイと外部ディスプレ
イを同時表示する場合、接続する外
部ディスプレイは、設定したデスク
トップ領域(解像度)をサポートするも
のを使用してください。

VGA/LANアダプター搭載モデルのみ 
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本機のご使用中にトラブルが発生したり、疑
問に感じたことがあれば、あわてずに次の項
目をチェックしながら対処してください。

「おかしいな？」
と思ったら

まずはじめに 

トラブルが発生したと思ったら、パソコンをそのままの状態で1分くらい放置してください。
すぐに電源を切ったり、むやみにタッチパッドのボタンを押したり、キーボードのキーを
たたいたりしないでください。 

あわてて対処しないでください 

1 本書で該当する項目を探しましょう 

本書に該当する項目があれば、本書の指示に従って解決してください。 
☞｢困ったときのチェックリスト｣(54ページ)

2 オンライン情報から該当する項目を探しましょう 

本書以外にも、弊社Webサイト｢SOTECオンラインサポート｣や、Microsoft社のWebサイ
ト｢マイクロソフトヘルプとサポート｣に、トラブル解決のためのQ&Aが掲載されています。
Windows XPおよびアプリケーションソフトのヘルプも活用してください。 

☞｢パソコンで調べる｣(53ページ)

3 パソコンを購入時の状態に戻しましょう 

本機をご購入時の状態に戻します。（この作業をリカバリーといいます） 
リカバリーの前に、必要なデーターや設定情報のバックアップを取ってください。 

☞｢リカバリー｣(59～69ページ)

4 オンキヨー/ソーテックカスタマ－サポートセンターに 
連絡しましょう 
以上の方法でどうしても解決できないときは、オンキヨー/ソーテックカスタマ－サポート
センターに連絡してください。 
お電話の前に、「サポート・ガイド」または「ケア・シート」をよくお読みになり、注意
事項などを確認してください。 
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本書以外にも、次のWebサイトおよびヘル
プをご参照ください。トラブル解決のための
情報が提供されています。パソコンで調べる

SOTEC電子マニュアル
（デスクトップ画面上の［SOTEC電子マニュ
アル］アイコンをダブルクリック）
本機のマルチメディア機能の活用方法、およ
びWindows XPやインターネットの便利な使い
かたを図解付きで説明しています。トラブル
の解決方法および予防方法も説明しています。

マイクロソフトヘルプとサポート
（http://www.microsoft.com/japan/supp
ort/）
Windows固有の技術情報を中心に掲載され
ています。Windowsの不具合の修正プログ
ラムも、このWebページからダウンロードで
きます。

SOTECオンラインサポート
（http://support.sotec.jp/）
弊社製品の仕様の公開や、オンキヨー/ソー
テックカスタマ－サポートセンターに寄せら
れる質問などを掲載しています。各製品のド
ライバーおよびプログラムも、このページか
らダウンロードできます。

ヘルプとサポート
（［スタート］ボタン→［ヘルプとサポート］）
Windowsおよび本機に関して、知っておく
と有用な情報を掲載しています。Windows
のトラブルシューティングおよびチュートリ
アルも利用できます。
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トラブルが発生した、または発生したと思っ
たら、次のチェックリストでパソコンの症状
をチェックしてください。

困ったときの
チェックリスト

Windowsの使用中に起こるトラブルや質問
は、「SOTEC電子マニュアル」の「困ったと
きには」に記載しています。

①パソコン本体
フロッピーディスク、CD/DVD、CPU、
メモリーなどのトラブルや質問をまとめ
ています。

②インターネット
インターネットや電子メールの使用中に
よく起こるトラブルや質問をまとめてい
ます。

③Windows
Windows本体に関する質問をまとめてい
ます。

④周辺機器
周辺機器に関するトラブルや質問をまとめ
ています。

① 
② 
③ 
④ 

ONになります 

正常に起動します 

正常に表示されます 

正常に動作します 

1パソコンの電源は 
ONになりますか？ 
●ONになりません（☞55ページ） 

2Windowsは起動しますか？ 
●セーフモードで起動します 
 （☞56ページ） 
●起動しません（☞55ページ） 

3Windowsの画面は 
表示されますか？ 
●表示されますが、正常ではありません 
 （☞55～57ページ） 
●セーフモードで表示されます 
 （☞56ページ） 

4タッチパッド・マウス・ 
キーボードは正常ですか？ 
●正常ではありません（☞57～58ページ） 

SOTEC電子マニュアルを 
起動してください。 

SOTEC電子マニュアルで調べる
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本機の使用中に遭遇する、よくある質問や問
題をまとめました。オンキヨー/ソーテック
カスタマ－サポートセンターへお問い合わせ
いただく前に、確認してください。

よくある質問集

海外のコンセントに接続して使用できるか

A. ・AC電源が100V～240Vまでの間であれば使
用できます(プラグの形状が異なる場合、変
換プラグが必要)。
ただし、日本国外で本機を使用される場合は、
サポート対象外となります。

電源スイッチを押しても動かない

A. ・ACアダプターは正しく接続されていますか？
ACアダプターのプラグが本機と正しく接続され
ているか、ACアダプターの電源プラグが電源コ
ンセントに正しく接続されているかをご確認く
ださい。
・バッテリーは十分に充電されていますか？
ACアダプターを接続して、バッテリーを充電し
てからご使用ください。
・ACアダプターが故障している可能性があり
ます。
他の電気製品を本機が接続されている電源コン
セントに接続して、他の電気製品が動くかどう
かご確認ください。他の電気製品が正常に動く
ようであれば、ACアダプターが故障している可
能性があります。オンキヨー/ソーテックカスタ
マ－サポートセンターへお問い合せください。
・本機が故障していることがあります。
オンキヨー/ソーテックカスタマ－サポートセン
ターへお問い合せください。

画面に何も表示されない

A. ・本機の電源はONになっていますか？
本機の電源スイッチをONにしてください。
・表示モードの設定が外部ディスプレイになっ
ており、外部ディスプレイの電源がOFFに
なっていませんか？
本機の電源をONにし直してから再度、外部ディ
スプレイの電源スイッチをONにしてください。

パソコンの電源をONにしたところ、黒い画
面に英語の文字が表示され、Windowsが起
動しない

A. ・パソコンのシステムが不安定になっている
可能性があります。
リカバリーを試してください。
ただし、リカバリーを実行すると、Windowsが
工場出荷時の初期状態に戻り、お客様がSSDに保
存されたデーターは全て消去されてしまいます。
リカバリー方法は、｢リカバリー｣をご参照くだ
さい。(☞59～69ページ)
一部のアプリケーションについては、個別にイ
ンストールしていただく必要があります。
・フロッピーディスクドライブを接続してい
る場合、フロッピーディスクが入っている
可能性があります。
フロッピーディスクを取り出して、キーボード
のいずれかのボタンを押してください。
・これで回復できない場合は、ケーブルとSSD
の物理的な接触不良の可能性もありますの
で、オンキヨー/ソーテックカスタマ－サポー
トセンターまでお問い合わせください。

Q.4

Q.3

Q.2

Q.1

パソコンを起動する前に

パソコンが動かない
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パソコンを起動したところ、｢セーフモード｣
という文字が画面に表示され、通常よりも低
い解像度で起動している

A. ・この状態は誤動作ではなく、｢セーフモー
ド｣というWindowsを正常な状態に戻すため
の診断モードです。
セーフモードで起動した場合、ドライバーや周辺
機器との接続に問題があるか、何かの設定が壊れ
ているかなどの原因が考えられます。セーフモー
ドは、不具合の原因がどこにあるかを調べて、そ
れを解消するための診断モードです。不具合がど
こにあるかを調べるための最低限の操作のみをお
こなうよう設定されています。

問題解決後(自動修復含む）、再起動すると通常
どおりWindowsが起動します。

周辺機器を取り付けたらWindows XPが起
動しない

A. ・周辺機器のデバイスドライバーが原因で、
Windows XPが起動できなくなった可能性
があります。
｢セーフモード｣でWindows XPを起動して、トラ
ブルの原因と思われるデバイスドライバーを無
効にしてください。この方法でWindows XPが正
常に起動した場合、正しいデバイスドライバー
をインストールするか、デバイスドライバー自
体を削除する必要があります。
｢セーフモード｣でデバイスを無効にするには、
次の操作に従って設定してください。

①本機の電源をONにして、「SOTEC」ロゴが表
示されている間に•キーを押します。
②[Windows拡張オプションメニュー]が表示される
ので、｢セーフモード｣をキーボードで選択して
ください。
③[オペレーティングシステムの選択 ]で
｢Microsoft Windows XP｣を選択してくださ
い。
④ユーザー名を選択してください。セーフモー
ドでWindows XPが起動します。
⑤［スタート］ボタン→［コントロールパネル］
→［システム］アイコンを選択して、［ハード
ウェア］タブをクリックします。
⑥【デバイスマネージャ】ダイアログを表示さ
せ、追加した周辺機器の【プロパティ】ダイ
アログで[全般]タブをクリックしてください。

⑦｢すべてのハードウェアプロファイルを使用す
る｣のチェックを外し、[OK]ボタンをクリック
してください。

Windows XPを再起動すると、通常モードで
Windows XPが起動します。
・この方法でもWindows XPが起動しない場
合、本機の電源をOFFにしてから、新しく
取り付けた周辺機器を外してください。

終了できない

A. ・電源スイッチを4秒以上押すことにより電源
を切ることが可能です。
その際、必ず各種アクセスLEDがついてないこと
をご確認ください。上記の方法で電源が切れない
場合は、ACアダプターおよびバッテリーパック
を抜いてください。

画面上のトラブル

表示される日付や時刻が正しくない

A. ・日付や時刻が間違った設定になっていませんか？
Windowsのタスクバーの時刻をダブルクリック
して｢日付と時刻のプロパティ｣を起動します。
【日付と時刻のプロパティ】ダイアログで正しい
日付や時刻を設定してください。

・本機に内蔵されている電池が切れている可
能性があります。
マザーボードに取り付けられているリチウム電
池の寿命は、平均2～3年です。本機の使用期間
が2～3年経過していたら、オンキヨー/ソーテッ
クカスタマ－サポートセンターに修理依頼をおこ
なってください。

Q.8

Q.7

Q.6

Q.5

パソコンを使っていたら
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日付の設定を変更しても元に戻ってしまう

A. ・電池容量切れになっている可能性があります。
日付設定などのバックアップ電源として内蔵電
池を使用しています。この内蔵電池が容量不足
になると、日付設定などのデーター保持ができ
なくなります。
電池は消耗品ですので、寿命があります。寿命
についてはお客様のご使用状況により大きく異
なりますが、平均2～3年です。本機の使用期間
が2～3年経過していたら、オンキヨー/ソーテッ
クカスタマ－サポートセンターに修理依頼をお
こなってください。

ディスプレイのトラブル

いきなり画面が消えた

A. ・スタンバイまたは休止状態に入った可能性
があります。
電源スイッチを押してください。
・ACアダプターのプラグが電源コンセントか
ら外れていませんか？
コンセントまたはプラグを差し込みなおしてくだ
さい。
・バッテリーが充電されていない可能性があ
ります。
バッテリーを十分に充電してから、接続してく
ださい。

画面表示にムラがある

A. ・ディスプレイを見やすい角度に調整してく
ださい。
液晶ディスプレイは、周囲の温度などの影響に
よって表示が変わる特性があります。ムラがあ
るのは故障ではありません。

タッチパッド、マウス、キーボードのトラブル

マウスポインターが動作しない

A. ・市販のマウスやキーボードを接続した場合、
接続ケーブルが外れている可能性があります。
接続ケーブルを正しく接続してください。それで
も動かない場合は、本機を再起動してください。
・市販のマウスやキーボードを接続した場合、
本機の電源をONにしたあとにマウスを接続
している可能性があります。
一度パソコンの電源をOFFにしてマウスを接続
した後、パソコンの電源をONにしてください。
・適正なマウスドライバーを使用していない
可能性があります。
市販のマウスを使用する場合は、専用のマウスド
ライバーが必要なものがあります。使用するマウ
スに付属のマウスドライバーを正しくインストー
ルしてください。

キー入力中に突然カーソルが別の場所に移動
してしまう

A. ・タッチパッドの表面付近では、小さな反動
でもカーソルが移動してしまうことがあり
ます。
親指がタッチパッドの表面付近にあるときなど、タッ
チパッドの表面のタッピング機能が反応することが
あります。

タッチパッドを使用したとき、マウスカーソ
ルの動きが悪いことがある

A. ・タッチパッドの表面が埃や汗などによって
汚れていると、このような現象が発生する
ことがあります。
清潔な布などで、タッチパッドの表面の汚れを
ふき取ってからご使用ください。

Q.14

Q.13

Q.12

Q.11

Q.10

Q.9
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デバイスマネージャー上で日本語106（109）
キーボードが、英語101（102）キーボード
と表示されてしまう

A. ・この現象は、Windows XPのシステムがプ
ラグアンドプレイでキーボードを認識する
際に、英語101/102キーボードが指定され
ているために発生します。
回避策として、次の方法を試してください。デ
バイスマネージャーから、次の手順で日本語
106/109キーボードに変更します。
①［スタート］ボタン→［コントロールパネル］
→［システム］アイコンを選択して、［ハード
ウェア］タブをクリックします。
②［デバイスマネージャ］ボタンをクリックして
【デバイスマネージャ】ウィンドウを開きます。
「キーボード」にある英語101/102キーボード
をダブルクリックします。
③［ドライバ］タブを選択し［ドライバの更新］
ボタンをクリックします。
④「一覧または特定の場所からインストールす
る(詳細)」をチェックして、［次へ］ボタンを
クリックしてください。
⑤「検索しないで、インストールするドライバー
を選択する」をチェックして、［次へ］ボタン
をクリックしてください。
⑥「互換性のあるハードウェアを表示」のチェッ
クを外してください。
⑦「モデル」欄から｢日本語PS/2キーボード
(106/109キー)｣を選択して、［次へ］ボタン
をクリックしてください。
⑧［はい］ボタンをクリックしてドライバーを
更新し、パソコンを再起動してください。

押したキーと違う文字が表示される

A. ・p、w/vなどが間違って押され
ていませんか？
目的の文字がタイプされるようにp、

w/vキーを押してください。
・キーボードのドライバーは適正なものですか？
キーボードのドライバーがお使いのキーボードに対
応したものではない可能性があります。キーボード
のドライバーを更新してください。
・NumロックLEDが点灯していますか？
NumロックLEDが点灯している時は、キーボー
ドの一部がテンキーとして動作します。テンキー
機能を使用しない時は、z+uキーを押し、
ロック状態を解除してください。

Q.16Q.15
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使用していたデーターや設定内容をバックアッ
プして、リカバリー後に同じ環境で使えるよ
うにします。リカバリーの準備をする

リカバリーを実行すると、ご購入後にお客様
が作成・追加したデーターはすべて消去さ
れ、製品出荷時の状態に戻ります。お客様が
作成・追加したデーターは、外部記憶メディ
ア（フロッピーディスク、USBメモリー、
CD-R/RWなど）に保存してください。

Internet Explorerの『お気に入り』は、「C:
￥Documents and Sett ings￥＊＊＊＊
￥Favorites」フォルダー内に格納されてい
ます（＊＊＊＊にはWindows XPのユーザー
アカウント名が入ります）。次の手順でバッ
クアップを作成してください。

［スタート］ボタン→［ファイル名を
指定して実行］を選択します。
【ファイル名を指定して実行】ダイアロ
グが表示されます。

「C:￥Documents and Settings￥＊
＊＊＊￥Favorites」を入力し、［OK］
ボタンをクリックします（＊＊＊＊に
はWindows XPのユーザーアカウント
名が入ります）。

【お気に入り】ウィンドウ内にある、
すべてのフォルダーとファイルを、外
部記憶メディアに保存します。
以上で『お気に入り』のバックアップ
作成は完了です。

Outlook Express 6のバックアップは、メー
ルアカウント、メッセージ、アドレス帳に分
けておこないます。

・複数のユーザーでOutlook Express 6を使用し
ている場合は、バックアップを作成したいユー
ザーのアカウントを選択（ログイン）します。

メールアカウントのバックアップ
メールアカウントのバックアップは、次の手
順で作成してください。

Outlook Express 6が起動した状態で、
［ツール］メニューより［アカウント］
を選択します。
【インターネットアカウント】ダイアロ
グが表示されます。

［メール］タブをクリックし、表示され
るアカウントの一覧からバックアップを
作成したいアカウントを選択し、［エク
スポート］ボタンをクリックします。
【インターネットアカウントのエクスポー
ト】ダイアログが表示されます。

任意のファイル名と保存場所を設定し
て、［保存］ボタンをクリックします。
【インターネットアカウント】ダイアロ
グに戻ります。
以上でメールアカウントのバックアッ
プ作成は完了です。

3

2

1

メモ 

3

2

1

ファイルのバックアップ

『お気に入り』のバックアップ

Outlook Express 6のバックアップ
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メッセージのバックアップ
メッセージのバックアップは、次の手順で作
成してください。

Outlook Express 6が起動した状態で、
［ツール］メニューより［オプション］
を選択します。
【オプション】ダイアログが表示されます。

［メンテナンス］タブをクリックし、［保
存フォルダ］ボタンをクリックします。
【保存場所】ダイアログが表示されます。

【保存場所】画面に表示されている保
存場所のアドレスをメモします。

［スタート］ボタン→［ファイル名を
指定して実行］を選択します。
【ファイル名を指定して実行】ダイアロ
グが表示されます。

手順3でメモした内容を入力し、［OK］
ボタンをクリックします。
画面が表示されます。

表示されているファイルの中から、拡
張子が「＊.dbx」になっているファイ
ルをすべて、外部記憶メディアに保存
します。
以上でメッセージのバックアップ作成は
完了です。

アドレス帳のバックアップ
アドレス帳のバックアップは、次の手順で作
成してください。

アドレス帳が起動した状態で、［ファイ
ル］→［エクスポート］→［アドレス
帳］の順に選択します。
【エクスポートするアドレス帳ファイル
の選択】ダイアログが表示されます。

任意のファイル名と外部記憶メディア
の保存場所を設定して、［保存］ボタン
をクリックします。
保存が完了したことを知らせるダイア
ログが表示されます。

［OK］ボタンをクリックします。

以上でアドレス帳のバックアップ作成は
完了です。

3

2

1

6

5

4

3

2

1

注　意 

拡張子が「＊.dbx」のファイルは、必ず
すべてを保存してください。一部だけ保
存すると、メッセージのバックアップを
元に戻せなくなります。
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リカバリーの準備をする
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現在使用しているデスクトップ画面の設定は、
次の手順でバックアップを作成してください。

デスクトップ上で右クリックして表示
されるメニューから、［プロパティ］を
選択します。
【画面のプロパティ】ダイアログが表示
されます。

［名前を付けて保存］ボタンをクリッ
クします。
【名前を付けて保存】ダイアログが表示
されます。

任意のファイル名と外部記憶メディア
の保存場所を設定して、［保存］ボタン
をクリックします。
以上でデスクトップ画面設定のバック
アップ作成は完了です。

現在使用しているユーザー辞書は、次の手順
でバックアップを作成してください。

［スタート］ボタン→［ファイル名を
指定して実行］の順に選択します。
【ファイル名を指定して実行】ダイアロ
グが表示されます。

［C:¥Documents and Settings¥＊＊＊＊
¥Application Data¥Microsoft
¥IMJP8_1］を入力して、［OK］ボタ
ンをクリックします。
（＊＊＊＊にはWindows XPのユーザー
アカウント名が入ります）
【IMJP8_1】ウィンドウが表示されます。

・ユーザー辞書をほかの任意のフォルダーへ保存
している場合は、任意のフォルダーを開きます。

メモ 

2

1

3

2

1

デスクトップ画面設定のバックアップ

チェック チェック 

お客様が作成した画像を壁紙に使用して
いる場合は、別途画像ファイルのバック
アップを取ってください。

ユーザー辞書のバックアップ
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［imjp81u］ファイルを、異なる任意
のファイル名で外部記憶メディアに保
存します。
以上でユーザー辞書のバックアップ作
成は完了です。

・ファイル名は必ず変更してください。

メモ 

3
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リカバリーを実行すると、工場出荷時の状態
に戻ります。リカバリーを実行する前に、必
ず「リカバリーの準備をする」（☞59ページ）
をご確認ください。

リカバリーを実行する

本機では、SSD内にあるリカバリー領域を使
用してリカバリーします。

・短時間でリカバリーできる
・SSDの起動部分が壊れている場合はリカバ
リーを実行できない

リカバリーの実行
購入時の状態にリカバリーします。

本機の電源がOFFであることを確認し
たあと、電源をONにします。
"SOTEC"ロゴの入った画面が表示されます。

"SOTEC"ロゴが入った画面が表示され
ている間に、•キーを押します。

※ロゴは、製品によって異なる場合が
あります。

【オペレーティングシステムの選択】画
面が表示されます。

・Windowsが起動してしまった場合、再度上記手
順をおこなってください。

・•キーを数回押すと、【Windows拡張オプショ
ンメニュー】画面が表示される場合があります。
その場合は、「↓」キーを押して、[OSの選択メ
ニューへ戻る]を選択し、«キーを押してく
ださい。【オペレーティングシステムの選択】画
面へ戻ります。

・"SOTEC"ロゴの入った画面は、表示時間が短い
のでご注意ください。タイミングは"SOTEC"ロ
ゴが消える直前ですが、押すタイミングが合わ
ない場合は、"SOTEC"ロゴが表示されている
間、•キーを数回押してみてください。

メモ 

2

1

リカバリー前 

リカバリー領域 

Cドライブ 

リカバリー後 

リカバリー領域 

Cドライブ 

チェック チェック 

・この方法でリカバリーした場合、リカ
バリー後はCドライブのデーターが消
えます。消えたデーターは復旧できな
いので、あらかじめデーターのバック
アップを作成しましょう。
・リカバリーの実行前に、本機に接続さ
れている外部接続機器（メモリーカー
ドも含む）は、すべて外してください。

チェック チェック 

・本章で説明する方法以外でSSDの初
期化・リカバリーなどをおこなわな
いでください。リカバリーがおこな
えなくなる場合があります。

・BIOSの設定を変更した場合、リカバ
リーが実行されない場合があります。
BIOSの設定を変更した場合は、設定
を工場出荷の状態に戻してからリカ
バリーを実行してください。

SSDを使って復旧する
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çキーを押して［Harddisk Recovery］
を選択して、«キーを押します。
【ハードディスクの復元について】画面
が表示されます。

Yキーを押します。

【復元の開始】画面が表示されます。

・リカバリーを中止する場合はNキーを押します。
キャンセルのメッセージが表示されるので、
c+a+dキーを同時に押して、パソコン
を再起動します。

c＋Sキーを押します。

リカバリーが始まります。

・リカバリーを中止する場合はNキーを押します。
【ハードディスクの復元について】画面に戻ります。

リカバリーが完了したら、完了を知ら
せる画面が表示されます。

c＋a＋dキーを押します。

パソコンが再起動します。パソコンの再
起動後、Windows XPのセットアップが
始まります。「Windows XPのセットアッ
プ」（☞11ページ）を参照して、セット
アップを完了させてください。

6

メモ 

5

メモ 

4

3
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リカバリー終了後、パソコンの環境をリカバ
リー前に使用していた状態に戻します。パソコンの環境を

元に戻す

本製品に付属のソフトウェアは、「アプリケー
ションセットアップランチャー」を使用して
インストールします。

［スタート］ボタン→［アプリケーショ
ンセットアップランチャー］→［セット
アップランチャー］をクリックします。

インストールしたいアプリケーション
をクリックし、［実行］ボタンをクリッ
クします。
インストールが始まります。

画面の指示に従ってインストールをおこ
ないます。

・［実行］ボタンをクリックすると、途中で中断
した場合でも、状態欄には「実行済み」と表示
されます。
・本製品購入後にインストールしたアプリケーシ
ョンソフトは、別途インストールしてください。

59～62ページでバックアップをとったデータ
ーを元に戻します。外部記録メディアにバッ
クアップをとったデーターは、バックアップ
前と同じ場所に戻してください。

Internet Explorerの『お気に入り』のバック
アップは、次の手順で元に戻してください。

［スタート］ボタン→［ファイル名を
指定して実行］を選択します。
【ファイル名を指定して実行】ダイアロ
グが表示されます。

「C:￥Documents and Settings￥＊
＊＊＊￥Favorites」を入力し（＊＊＊
＊にはWindows XPのユーザーアカウ
ント名が入ります）、［OK］ボタンをク
リックします。
【お気に入り】ウィンドウが表示されます。

外部記憶メディアからバックアップを
とったフォルダーやファイルを、【お気
に入り】ウィンドウ内へコピーします。
以上でバックアップの読み込みは完了
です。

3

2

1

メモ 

3

2

1

アプリケーションソフトの設定 バックアップしたファイルを元に戻す

『お気に入り』を元に戻す
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メールアカウント、メッセージ、アドレス帳
のバックアップを元に戻します。

メールアカウントのバックアップを読み込む
メールアカウントのバックアップは、次の手
順で元に戻してください。

Outlook Expressを起動した状態で、
［ツール］メニューから［アカウント］
を選択します。
【インターネットアカウント】ダイアロ
グが表示されます。

［インポート］ボタンをクリックします。

【インターネットアカウントのインポー
ト】ダイアログが表示されます。

バックアップをとったiafファイルを選
択してから、［開く］ボタンをクリック
します。
以上でバックアップの読み込みは完了
です。

メッセージのバックアップを読み込む
メッセージのバックアップは、次の手順で元
に戻してください。

Outlook Express 6を起動した状態で、
［ファイル］メニューから［インポート］
→［メッセージ］の順に選択します。
【Outlook Express インポート】ダイア
ログが表示されます。

一覧から、［Microsoft Outlook
Express 6］を選択して、［次へ］ボタ
ンをクリックします。
【Outlook Express 6からインポート】
ダイアログが表示されます。

「Outlook Express 6ストアディレク
トリからメールをインポートする」に
チェックを入れて、［OK］ボタンをク
リックします。

3

2

1

3

2

1

Outlook Express 6を元に戻す
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パソコンの環境を元に戻す
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［参照］ボタンをクリックして、バック
アップをとったデーターの場所を指定し
て、［次へ］ボタンをクリックします。

「すべてのフォルダ」をチェックする
か、「選択されたフォルダ」をチェック
してから、読み込ませたいフォルダー
を選択して［次へ］ボタンをクリック
します。

［完了］ボタンをクリックします。

以上でバックアップの読み込みは完了
です。

アドレス帳のバックアップを元に戻す
アドレス帳のバックアップは、次の手順で元
に戻してください。

Outlook Express 6を起動した状態で、
［ファイル］メニューから［インポート］
→［アドレス帳］の順に選択します。
【インポートするアドレス帳ファイルの
選択】ダイアログが表示されます。

バックアップをとったアドレス帳ファイ
ルを選択して、［開く］ボタンをクリッ
クします。
以上でバックアップの読み込みは完了
です。

2

1

6

5

4

チェック チェック 

バックアップを読み取り専用のメディ
ア（CD-Rに書き込んだファイルなど）
からおこなうと、エラーが発生する場
合があります。
そのため、あらかじめSSDにコピーし
ておき、コピーしたファイルからイン
ポートをおこなうようにしてください。
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デスクトップ画面設定のバックアップは、次
の手順で元に戻してください。

デスクトップ上で右クリックして表示
されるメニューから、［プロパティ］を
選択します。
【画面のプロパティ】ダイアログが表示
されます。

［テーマ］の をクリックして、表示
される一覧から［参照］を選択します。
【テーマを開く】ダイアログが表示され
ます。

バックアップをとったデスクトップの
画面設定ファイルを選択して、［開く］
ボタンをクリックします。
以上でバックアップの読み込みは完了
です。

ユーザー辞書のバックアップは、次の手順で
元に戻してください。

［スタート］ボタン→［ファイル名を
指定して実行］の順に選択します。
【ファイル名を指定して実行】ダイアロ
グが表示されます。

［C:¥Documents and Settings¥
＊＊＊＊¥Application Data¥Microsoft¥
IMJP8_1］を入力して、［OK］ボタン
をクリックします。
（＊＊＊＊にはWindows XPのユーザー
アカウント名が入ります）
【IMJP8_1】ウィンドウが表示されます。

バックアップをとったユーザー辞書ファ
イルを、【IMJP8_1】ウィンドウ内に移
動します。

IME2002のツールバーから をクリッ
クして、表示されるメニューから［プ
ロパティ］を選択します。
【Microsoft IME スタンダードのプロパ
ティ】ダイアログが表示されます。

4

3

2

1

3

2

1

ユーザー辞書を元に戻すデスクトップの画面設定を元に戻す
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パソコンの環境を元に戻す
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［参照］ボタンをクリックします。

【ユーザー辞書の設定】ダイアログが表示
されます。

バックアップをとったユーザー辞書ファ
イルを選択して、［開く］ボタンをクリッ
クします。
以上でバックアップの読み込みは完了
です。

6

5
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ここではBIOSの概要と、BIOSを設定するた
めの「BIOSセットアッププログラム」の操
作方法について説明します。BIOSを設定する

"BIOS"とは「Basic Input Output System」
の略称で、パソコンを動作させるためのプロ
グラムです。このBIOSの設定を正しくおこ
なうことで、パソコンの性能を正しく引き出
すことができます。本機ではあらかじめ、最
適の状態でBIOSが設定されています。ただ
し、本機の拡張などをおこなった際には、拡
張する機器に合わせてBIOSの設定を変更す
る必要があります。

本機の電源がOFFであることを確認した
あと、電源をONにします。

"SOTEC"のロゴが入った画面が表示され
たら、™キーを押します。
しばらくすると、セットアッププログ
ラムの起動画面が表示されます。

※ロゴは、製品によって異なる場合が
あります。

・"SOTEC"ロゴが入った画面の表示中にeキー
を押すと、起動デバイスの選択画面が表示され
ます。

・BIOSの詳しい操作方法については、「SOTEC電
子マニュアル」から「付属のマニュアル」→
「BIOSセットアップマニュアル」を参照してく
ださい。

項目の選択・設定の方法
BIOSセットアッププログラムは、次のキー
を使って操作します。

Ω≈キー ・メインメニューの項目を左右に
移動する

√çキー ・項目を上下に移動する
・設定値を変更する

«キー・サブメニューへ移動する
・項目選択時、別ウィンドウを開
く/閉じる

tキー ・次項目へジャンプする
eキー ・BIOSセットアッププログラム

を終了する
・前メニューに戻る
（サブメニューの場合）
・ウィンドウを閉じる
（別ウィンドウが開いている場合）

メモ 

2

1

BIOSとは

チェック チェック 

BIOSの設定は複雑で、誤った設定をし
てしまうと、本機が正常に動かなくな
る恐れがあります。特に理由もなく
BIOSの設定を変更しないでください。

BIOSセットアッププログラムの起動方法
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パソコンの廃棄は、法律や各自治体の条例な
どにより、廃棄方法が定められています。本
製品を廃棄する前にご参照ください。廃棄について

本製品は、個人使用か事業使用で、廃棄方法
が異なります。

事業系使用済みパソコンの回収・再資源化
業務について
オンキヨーは、2001年4月1日より事業系
(法人ユーザー)の使用済みパソコンの回収及
び再資源化業務を開始致しております。
本件は、2001年4月より施行された「資源
の有効な利用の促進に関する法律(改正リサ
イクル法)」に基づき、3月28日に公布され
た省令「パーソナルコンピューターの製造等
の事業をおこなう者の使用済みパソコンの自
主回収及び再資源化」に準拠しております。
事業系使用済みパソコンにおける回収工程か
ら、再生・再資源化及び処分工程までの全工
程を遂行しております。回収・リサイクルの
流れは次の通りです。
1.事業系のお客様から、事業系専用リサイ
クルコールセンターにて受付。

2.全国ネットワークの回収デポにて製品を
回収。

3.リサイクルセンターへ運搬。
4.リサイクルセンター及び指定業者にて再
生・再資源化。

なお、料金体系や周辺機器などの個別条件に
つきましても、下記の電話番号にてご案内し
ております。

家庭系パソコンの回収・再資源化について
2003年10月1日以降にお客様が当社製の家
庭利用のパソコンを廃棄される際には、専用
窓口にて受付をいたします。回収につきまし
ては、社団法人電子情報技術産業協会
(JEITA)が日本郵便グループと提携して構築
した回収システムを利用いたします。

対象製品(パソコン・ディスプレ
イ)にはJEITAが定める「PCリサ
イクルマーク」を貼付して出荷い
たします。同マーク付き製品につ
いては、無償で回収・再資源化い
たします。
PCリサイクルマークが貼付され
ていないパソコンの回収・再資源
化料金は、お客様にご負担いただ
くことになります。「再資源化料
金」は、「リサイクル費用（家庭
系パソコンの再資源化料金）」
(☞73ページ)をご参照ください。

・パソコンのリサイクルの取り組みについては、
当社ホームページでも紹介しております。ぜひ
ご覧ください。
http://www.jp.onkyo.com/sotec/recycle/

・同時にパソコンのご購入を検討されている場合
は、「インターネット無料査定・パソコン買取り
サービス」(http://www.sotec.co.jp/direct/
guide/used/index.html)で、お使いのパソコン
の買取り査定をおこなったうえでパソコンをご
購入いただくことをおすすめします。

メモ 

情報機器リサイクルセンター 

インターネットからのお申し込み  

 http://www.diarcs.com/  

お問合わせ先 

 電話： 03-3455-6106 
  9:00～17:00（土日祝日、指定休業日を除く） 

本製品の廃棄について
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回収の仕組み

 

伝
票
受
取 

支
払
い 

お
申
込 

お
申
込 

家庭/個人から排出 事業者から排出 

料金体系や周辺機器などの個別条件につきまし
て、上記の電話番号にてご案内しております。 

リサイクル費用※の支払い 
(コンビニエンスストア・郵便局)

回 
収 

再
資
源
化 

【家庭系パソコンリサイクル窓口】 
オンキヨー/ソーテックリサイクルセンター 
　電話:0570-003196（ナビダイヤル） 
　　月曜～金曜 11:00～17:00 
　　(土・日・祝日および弊社指定休業日を除く) 
　インターネット: 
　　　http://support.sotec.co.jp/ 
　　　forms/recycle/

「エコゆうパック伝票」到着 
PC梱包時の注意事項※を確認し、エコゆう
パック伝票を添付。 

情報機器リサイクルセンター  
インターネットからのお申し込み  
　h t t p : / / www . d i a r c s . c om /   
お問合わせ先  
　電話：03 - 3455 - 6106   
　9:00～17:00 
　（土日祝日、指定休業日を除く） 

郵送にて、リサイクル費用支
払い用紙が到着 

「エコゆうパック」にて回収 
「お客様持込」または、「戸口集荷」 

再資源施設へ 
排出品の郵送状況は、ゆうびんホームページ（http://www.post.japanpost.jp/）で、「エコゆうパッ
ク伝票」のお客様控えに記載されているお問合わせ番号を検索して調べられます。 
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リサイクル費用（家庭系パソコンの再資源化料金）
PCリサイクルシールの貼付されていないPCをお持ちの場合は、下記料金が別途必要となります。

※なお、お支払い時には各種振込手数料(コンビニエンスストア:¥63、郵便局(窓口):¥110、郵便局
(ATM):¥70)が発生します。予めご了承ください。

回収対象製品 
ノートブック型パソコン 
デスクトップ型パソコン 
液晶ディスプレイ一体型パソコン 
CRTディスプレイ一体型パソコン 
液晶ディスプレイ 
CRTディスプレイ 

回収・再資源化料金(税込)  
3,150円 
3,150円 
3,150円 
4,200円 
3,150円 
4,200円 (本書制作時)
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PC梱包時の注意事項
排出品を梱包し、送付された「エコゆうパッ
ク伝票」を梱包した箱等の見やすい場所に貼
ります。

■輸送途中で破損・飛散しないような簡易
な梱包で構いません。
■無梱包での輸送はできません。

◎梱包する際の条件は以下の通りです

・ダンボール箱(もしくは破れにくい袋)
・排出パソコンを含み、重さ30kgまで
・A＋B＋Cの長さ＝1.7m以内

＜条件を満たさない場合＞
梱包した排出パソコンが30kgを超える、梱
包の縦、横、高さの合計が1.7mを超える等
の理由により、郵便局で引取りができない場
合があります。
その際は、オンキヨー/ソーテックリサイク
ルセンター(☞72ページ)受付窓口までご連
絡ください。

◎デスクトップパソコンとディスプレイな
ど、複数台数を同時に排出する場合は、1
台ずつ梱包し、それぞれにエコゆうパック
伝票を貼ってください。

◎キーボードやマウスなどの標準添付品は、
排出するパソコンと同じ梱包箱(もしくは
袋)に入れてください。標準添付品以外の
ものは回収対象となりませんのでご注意く
ださい。

回収時の条件(回収規約)
オンキヨー及びソーテック製パーソナルコン
ピューターまたはディスプレイの回収を希望さ
れるお客様は、回収規約(http://www.jp.onkyo.com
/sotec/recycle/images/20080910.pdf)をご確
認頂き、同意して頂いた上で回収のお申し込
みをお願い申し上げます。

家庭系パソコンリサイクル窓口
【オンキヨー/ソーテックリサイクルセンター】

電話：0570-003196（ナビダイヤル）
月曜～金曜　11:00～17:00
(土・日・祝日および弊社指定休業日
を除く)
この電話番号は、リサイクル専用です。
製品に関するサポートはおこなってお
りません。

インターネット:
http://www.jp.onkyo.com/sotec
/recycle/

○  
 
 
×  

マウス、キーボード、スピーカー、ケーブルな
ど、購入時に同梱されていた標準添付品 
プリンターなどの周辺機器、取扱説明書/マ
ニュアル、フロッピーディスク、CD-ROM等
の媒体 

A

B

C
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市町村からの引取り条件
「資源の有効な利用の促進に関する法律」(平
成三年四月二十六日法律第四十八号)第二十
六条に基づく「パーソナルコンピューターの
製造等の事業をおこなう者の使用済パーソナ
ルコンピューターの自主回収及び再資源化に
関する判断の基準となるべき事項を定める省
令」(平成十三年三月二十八日経済産業省・
環境省令第一号)第四条に規定されている
「市町村からの引取り条件」について、以下
のように公表いたします。

【市町村からの引取り条件】
市町村は、消費者と同じ手続き・条件によっ
て、弊社が製造等をした使用済みパーソナル
コンピューターの引取りを弊社に求めるもの
とします。

手続き・条件については以下の通りです。
●市町村は弊社へ回収の申込みをおこない
ます。「PCリサイクルマーク」の付いて
いない製品については、回収再資源化料
金の支払いが必要です。「PCリサイクル
マーク」の付いている製品については、
新たな料金負担なしで回収します。
●廃棄する製品を一台ずつ梱包し、弊社か
ら送付された「エコゆうパック伝票」を
貼り付けます。
●市町村において、伝票に記載された郵便
局へ集荷を依頼するか、または郵便局
(簡易郵便局を除く)へ持ち込むことによ
り、弊社は使用済みパーソナルコンピュー
ターを引き取ります。

注)製品の汚れ、破壊レベルについては、「エ
コゆうパック」で安全に輸送でき、再資
源化率を遵守できる程度までとします。

※回収再資源化料金については、「リサイク
ル費用（家庭系パソコンの再資源化料金）」
(☞73ページ)をご確認ください。

廃棄・譲渡時のSSD上のデーター消去に
関するご注意
最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、
いろいろな用途に使われるようになってきて
おります。これらのパソコンの中のSSDとい
う記録装置に、お客様の重要なデーターが記
録されています。

従って、そのパソコンを譲渡あるいは廃棄す
るときには、これらの重要なデーター内容を
消去するということが必要となります。

ところが、このSSD内に書き込まれたデーター
を消去するというのは、それほど簡単ではあ
りません。
「データーを消去する」という場合に、一般に
・データーを「ごみ箱」に捨てる
・「削除」操作をおこなう
・「ごみ箱を空にする」コマンドを使って
消す

・ソフトで初期化(フォーマット)する
・SSDのリカバリーをおこない、工場出荷
状態に戻す

などの作業をすると思いますが、これらのこ
とをしても、SSD内に記録されたデーターの
ファイル管理情報が変更されただけで、実際
はデーターは見えなくなっているという状態
なのです。つまり、一見消去されたように見
えますが、WindowsなどのOSのもとで、そ
れらのデーターを呼び出す処理が出来なくな
っただけで、本来のデーターは残っていると
いう状態なのです。

従いまして、特殊なデーター回復のためのソ
フトウェアを利用すれば、これらのデーター
を読み取ることが可能な場合があります。こ
のため、悪意のある人により、このパソコン
のSSD内の重要なデーターが読み取られ、予
期しない用途に利用されることがあります。

パソコンユーザーが破棄・譲渡等をおこなう際
に、SSD上の重要なデーターが流出するという
トラブルを回避するためには、SSDに記録され
た全データーを、ユーザーの責任において消去
することが非常に重要になります。消去するた
めには、専用のソフトウェアあるいはサービス
(共に有償)を利用するか、SSD上のデーターを
金槌や強磁気により物理的・磁気的に破壊し
て、読めなくすることを推奨します。
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あ
アプリケーションキー ・・・・・・・・31
アルファベット ・・・・・・・・・31、34

い
インサートキー ・・・・・・・・・・・33

え
英数キー ・・・・・・・・・・・・・・34
エスケープキー ・・・・・・・・・・・33
エフエヌキー ・・・・・・・・・・32、34
エンターキー ・・・・・・・・・・・・33

お
大文字モード ・・・・・・・・・・・・34
オルトキー ・・・・・・・・・・・・・34
オンライン登録 ・・・・・・・・・・・14
音量の調整 ・・・・・・・・・・・・・35

か
外部ディスプレイ ・・・・・・・・41、51
カーソルキー ・・・・・・・・・・・・34
カタカナ ・・・・・・・・・・・・31、34
カタカナ/ひらがなキー・・・・・・・・34
カテゴリー表示モード ・・・・・・・・・1
画面
色数 ・・・・・・・・・・・・・・・37
解像度 ・・・・・・・・・・・・・・37

き
キーボード ・・・・・・20～21、31～34
キャップスロックキー ・・・・・・・・34

く
クラシック表示モード ・・・・・・・・・1
クリック ・・・・・・・・・・・・・・30

け
ケンジントンロックキーホール ・・・・22

こ
困ったときには ・・・・・・・・・52～58
小文字モード ・・・・・・・・・・・・34
コントロールキー ・・・・・・・・・・34

さ
再起動 ・・・・・・・・・・・・・・・17
サウンド機能 ・・・・・・・・・・35～36

し
シフトキー ・・・・・・・・・・・・・34
充電 ・・・・・・・・・・・・・・・・26
周辺機器 ・・・・・・・・・・・・41～42
使用許諾契約書 ・・・・・・・・・・・12

す
スクロールロックキー ・・・・・・・・34
ステータスLED ・・・・20～21、25、27
ステレオスピーカー ・・・・20～21、35
スピーカー ・・・・・・・・・・・・・35
スペースキー ・・・・・・・・・・・・34

せ
制御キー ・・・・・・・・・・・・・・31
接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・10

た
タッチパッド ・・・・・・・20～21、30
タッチパッドボタン ・・・・20～21、30
タブキー ・・・・・・・・・・・・・・33
ダブルクリック ・・・・・・・・・・・30
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て
ディスプレイ ・・・・・・・・・・20～21
ディスプレイカバーの開け閉め ・・・・20
デスクトップ ・・・・・・・15、16、18
デバイスドライバー ・・・・・・・43～44
デリートキー ・・・・・・・・・・・・33
テンキー ・・・・・・・・・・・・・・32
電源スイッチ ・・・・・11、16、20～21
電源のON・・・・・・・・・・・・・・16
電源のOFF ・・・・・・・・・・・・・16
電源プラグ ・・・・・2～3、10、26、55
電源プラグ取り外しボタン ・・・・10、26
電源LED ・・・・・・・・・・・・25、27
電子マニュアル ・・・・・・・・・・・・7

な
内蔵マイク ・・・・・・・・・・・20～21

に
日本語入力モード ・・・・・・・・・・34
ニューメリックロックキー ・・・・・・34

は
廃棄 ・・・・・・・・・・・・・・71～75
ハウリング ・・・・・・・・・・・・・45
バックアップ
アドレス帳 ・・・・・・・・・・60、67
お気に入り ・・・・・・・・・・59、65
デスクトップ画面設定 ・・・・・61、68
ファイル ・・・・・・・・・・・59、65
メッセージ ・・・・・・・・・・60、66
メールアカウント ・・・・・・・59、66
ユーザー辞書 ・・・・・・・・・61、68
バックスペースキー ・・・・・・・・・33
バッテリー
交換 ・・・・・・・・・・・・・・・29
充電 ・・・・・・・・・・・・・・・26
バッテリーパック ・・10、24、26、29
バッテリー取り外し用ラッチ ・・24、29
バッテリーLED ・・・・・・・・25、27
半角/全角キー ・・・・・・・・・・・・34

ひ
左クリック ・・・・・・・・・・・・・30
左ボタン ・・・・・・・・・・・・・・30
ひらがな ・・・・・・・・・・・・31、34

ふ
ファンクションキー ・・・・32、33、34
プラグアンドプレイ ・・・・・・・・・44
プリントスクリーンキー ・・・・・・・33

へ
ヘッドホン ・・・・・・・・・・・41、45
ヘッドホン端子 ・・・・・・22、41、45
ヘルプ ・・・・・・・・・・・・・11、53
変換キー ・・・・・・・・・・・・・・34

ほ
ポーズ/ブレークキー・・・・・・・・・33
ボリューム ・・・・・・・・・・・・・36

ま
マイク端子 ・・・・・・・・22、41、45
マイクロホン ・・・・・・・・・・41、45

み
右クリック ・・・・・・・・・・・・・30
右ボタン ・・・・・・・・・・・・・・30

む
無変換キー ・・・・・・・・・・・・・34

め
メモリーカード ・・・・・・・・・47～48
メモリーカードスロット
・・・・・・・・・・23、42、47～48

も
文字入力キー ・・・・・・・・・・・・31

ゆ
ユーザーの切り替え ・・・・・・・・・19

り
リカバリー ・・・・・・・・・・・59～69

ろ
ログオフ ・・・・・・・・・・・・・・18
ロック状態 ・・・・・・・・・・・・・34
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わ
ワイヤレスLAN ・・・・・・・・・38～40
ワイヤレスLAN LED ・・・・25、39、40
ワイヤレスLAN（W-LAN）の交換
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